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1301年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾙｼﾞｰ朝､ﾗﾝﾀﾝﾎﾞｰﾙ王国を占領
1301年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｳﾞｧｼｰﾘｰ1世ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣(~1308年死去)
1301年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<退位>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1305年死去)
1301年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Kai-Khosrow｣(~1311年)
1301年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾃﾞｨ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ｱﾙﾑﾀﾜｷ･ｱﾙﾑﾀｰの息子(~13281028死去)
1301年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾚﾌ･ﾀﾞﾆｰﾛｳﾞｨﾁ｣
1301年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ﾚﾌ1世｣
1301年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾔｺﾎﾟ･ﾊﾞﾛｯﾂｨ｣(~1303年)
1301年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公･ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾕｰﾘｰ･ﾘｳﾞｫｳﾞｨﾁ｣(~13080318死去)
1301年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ5世｣(~同年)⇒｢ｽﾀﾆｽﾗﾌ1世｣ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽの封臣(~1321年死去)
1301年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ﾕｰﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1323年死去)
1301年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ｣ｶﾄﾘｰﾇ1世の夫(~13071011)
1301年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ軍がﾊﾞﾌｫｲｵﾝでﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ軍を撃破
1301年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾍﾝﾘｸ･ﾍｰﾃﾞﾙ･ｸｼｪｷﾞ｣(2度目~1309年)
1301年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸのｱﾄﾞﾙﾌ｣(~13021213死去)
1301年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾏｰ伯｢ｶﾞﾙﾄﾅｲﾄ｣(~1305年)
1301年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｱﾝｼﾞｭｰ｣(~13070707ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世)
1301年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾀﾞﾝﾌﾞﾚｰﾝ司教ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾐﾙ｣(~1305年)
1301年1月14日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ3世｣ｱｰﾙﾊﾟｰﾄﾞ王朝の終わり
1301年1月14日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾏﾃ･ﾌｨｱ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｻｰｸ｣(2回目~13010827)
1301年1月26日-09:00|日本|京都府京都市|正安2年12月16日|<就任>関白｢二条兼基｣(~嘉元3(1305)年4月12日)
1301年2月10日-09:00|日本|  ||正安3年|<任命>越前国守護｢後藤基頼｣(~不詳)
1301年2月10日-09:00|日本|  ||正安3年|<任命>常陸国守護｢小田宗知｣(~不詳)
1301年2月10日-09:00|日本|長崎県壱岐市|正安3年|波多宗無の妻華渓女の菩提寺華渓院[現･華光寺]を創建
1301年2月10日-09:00|日本|福島県福島市|正安3年1月|太夫阿日尊岩代立子山に一円寺を創す
1301年2月12日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｱｶｲｱ公｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ1世･ﾃﾞｨ･ｻｳﾞｫｲｱ(ﾋﾟｴﾓﾝﾃ公)｣(~1307年)
1301年2月20日-09:00|日本|  ||正安3年1月11日|<死去>飛鳥井雅有(61歳)民部卿､歌人
1301年3月2日-09:00|日本|  ||正安3年1月21日|<譲位>93代｢後伏見天皇｣/後宇多上皇が院政
1301年3月3日-09:00|日本|  ||正安3年1月22日|<践祚>94代｢後二条天皇｣/3月24日即位(~13080825)
1301年3月27日-09:00|日本|京都府京都市|正安3年2月17日|京都火事/最勝光院類焼
1301年5月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾓﾅｺ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧがﾓﾅｺをｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ家から奪取支配(~13310920)
1301年5月7日-09:00|日本|  ||正安3年3月28日|<任命>伊勢国守護｢北条(金沢)貞顕｣(~元徳2(1330)年)
1301年5月9日-09:00|日本|静岡県伊豆市|正安3年4月|太夫阿日尊伊豆柳瀬に実成寺を創す
1301年5月27日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|正安3年4月19日|日野法界堂焼亡
1301年7月13日-09:00|日本|  ||正安3年6月7日|<任命>六波羅探題北方･山城国守護｢北条基時(極楽寺流普恩寺
  氏)｣(~嘉元元(1303)年10月20日→引付衆→執権)
1301年8月13日 00:00|世界|  |||ﾊﾚｰ彗星､出現.以後46日に渡って観測される
1301年8月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ院長ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ﾛｽ｣(~13020331)
1301年8月27日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢Wenceslaus｣(~13051009退位)
1301年8月27日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾞﾗｳｽ(ﾗｰｽﾛｰ5世)｣ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ｳﾞｧﾂﾜﾌ3世
  兼ﾎﾞﾍﾐｱ王ｳﾞｧｰｸﾗﾌ3世(~13051009退位)
1301年9月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･大徳5年8月|ﾊｲﾄﾞｩが元軍と戦い敗死､ﾊｲﾄﾞｩの乱終結
1301年9月24日-09:00|日本|  ||正安3年8月22日|<就任>10代鎌倉幕府執権｢北條師時｣(~応長元(1311)年9月22日
  死去)
1301年9月27日-09:00|日本|  ||正安3年8月25日|<死去>鷹司兼忠(40歳/関白･摂政､左大臣)
1301年9月27日-09:00|日本|  ||正安3年8月25日|山名新治郎行直､同中務丞俊行､同三郎五郎為俊等､将軍家の仰
  に背き叛逆を起すによりて誅戮せらる
1301年10月3日-09:00|日本|  ||正安3年9月|<出家>鎮西探題｢北条[金沢]実政｣
1301年10月6日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ﾇﾏｲ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ｻｱﾄﾞ･ﾅｼﾞﾑ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣
1301年10月6日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾌﾏｲﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｲｽﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣｢ﾙﾏｲﾀ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ
  ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1302年8月)
1301年12月1日-09:00|日本|  ||正安3年11月|<任命>鎮西探題｢北条[金沢]政顕｣(~正和4(1315)年7月辞任､子の
  種時が代行)
1301年12月11日-09:00|日本|福井県|正安3年11月11日|<死去>越前守護｢後藤基頼｣(64歳)六波羅引付頭人
1301年12月21日-09:00|日本/ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|鹿児島県薩摩川内市|正安3年11月21日|蒙古の兵船200余艘甑島海辺を
  窺う
1302年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Varodaya Cinkaiariyan｣(~1325年死去)
1302年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾀﾞﾝﾊﾞﾃﾞﾆﾔ王国国王｢Parakkamabahu3世｣Buvaneka Bahu1世の甥/Vijaya Bahu4
  世の息子(~1310年)
1302年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｺﾆﾁ｣
1302年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾊﾞﾔﾝ｣(~1309年死去)
1302年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Davud｣(~1307年)
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1302年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ･ｻﾞﾚｽｷｰ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨﾁ｣ﾓｽｸﾜ大公国に併合
1302年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ3世｣(~1308年死去)
1302年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾑ･ｻﾙﾀﾝ｢'Ala al-Din Kayqubad3世｣
1302年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾏｽｳｰﾄﾞ2世｣(4回目~1304年)
1302年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｸﾘｽﾁｬﾝ4世｣(~1323年)
1302年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢John｣(~1310年死去)
1302年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｾｰﾃﾞﾙﾏﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｴﾘｸ･ﾏｸﾞﾇｿﾝ｣(~1318年死去)ﾏｸﾞﾇｽ3世の息子
1302年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲｼｭﾄﾊﾞｰﾝ･ﾌｨｱ･ｴﾙﾈ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱｺｽ｣(1回目~1303年6月)
1302年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｱｵｽﾀ公国が成立
1302年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸｰﾙﾄﾚｰの戦いでﾌﾗﾝｽ軍がﾌﾗﾝﾄﾞﾙ市民軍に敗北
1302年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Jean de Newent｣(~1304年)
1302年1月16日-09:00|日本|  ||正安3年12月17日|<死去>体子内親王(神仙門院)(71歳)後堀河天皇の皇女
1302年1月30日-09:00|日本|奈良県奈良市|正安4年|この年､僧文観文殊画像(西大寺)を描く
1302年3月3日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵ﾛｼﾞｪ=ﾍﾞﾙﾅｰﾙ3世｣
1302年3月3日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵ｶﾞｽﾄﾝ1世｣(~13151213死去)
1302年3月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣
1302年3月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｴﾄﾞﾑﾝﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣(~13261117死去剥奪)
1302年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾄﾞ･ｺｰｾﾞｯﾀ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1302年4月4日-09:00|日本|  ||正安4年3月6日|僧凝然､｢円照上人行状｣3巻を著す
1302年4月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがﾎﾞｽﾌｫﾗｽに軍隊派遣
1302年4月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国(ﾅｽﾙ朝)ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣
1302年4月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国(ﾅｽﾙ朝)ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世｣(~13090314退位)
1302年4月11日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｲｪﾝｽ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ｣(~1304年)
1302年5月18日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ市民がﾌﾗﾝｽの支配に抵抗して一斉蜂起した｢ﾌﾞﾘｭｰｼﾞｭの朝祷｣が
  起こり､ﾍﾞﾙｷﾞｰ北西部のﾌﾞﾘｭｰｼﾞｭ市民が駐留ﾌﾗﾝｽ兵を虐殺
1302年6月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾏｯﾃｰｵ1世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣
1302年6月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｸﾞｲｰﾄﾞ･ﾃﾞｯﾗ･ﾄｯﾚ｣(~13110106退任)
1302年6月30日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾓｰﾘｽ･ﾄﾞ･ﾛｯｸﾌｫｰﾄﾞ卿｣(~9.29)
1302年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾄﾜ伯｢Robert2世｣
1302年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ伯｢John1世｣
1302年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Jean2世 de Trie｣戦死
1302年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾜ伯｢Mahaut｣(~13291127死去)
1302年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢John2世｣(~1343年)
1302年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Renaud2世 de Trie｣(~1319年)
1302年7月11日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ﾍﾞﾙｷﾞｰ南東部のｸﾙﾄﾚ(ｺﾙﾄﾚｲｸ)の｢ｸﾙﾄﾚの戦い｣で､｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣ｷﾞ
  ｲ･ﾄﾞ･ﾀﾞﾝﾋﾟｴｰﾙと結んだﾌﾗﾝﾄﾞﾙ諸都市の民兵隊に大敗
1302年7月27日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ(ｵｽﾏﾝ)はﾊﾞﾌｪｳｽの戦いでﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ軍を打ち負かした
1302年8月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾙ=ｶﾞｲﾄ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｲﾏｰﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣｢ｳﾀｲﾌｧ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋ
  ﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｻｲﾌ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1305年7月)
1302年8月1日-09:00|日本|  ||正安4年7月7日|<任命>六波羅探題南方｢北条貞顕(金沢流)｣(~徳治3(1308)年12月
  )
1302年8月2日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱとｴｼﾞﾌﾟﾄ王との通商条約
1302年8月21日-09:00|日本|京都府京都市|正安4年7月27日|京都大火/春日万里小路より失火､南北2町東西8町焼
  亡
1302年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾙ伯｢ｱﾝﾘ3世｣
1302年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ伯｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ1世｣(~1336.11死去)
1302年9月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||分裂状態のｼﾁﾘｱ王国･ﾅﾎﾟﾘ王国2国に｢ｶﾙﾀﾍﾞｯﾛｯﾀの和｣が成立し､ｼﾁﾘｱ島はﾄﾘﾅｸﾘ
  ｱ王国/ｼﾁﾘｱ王国の半島側がﾅｰﾎﾟﾘ王国となる
1302年11月13日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸのｱﾄﾞﾙﾌ｣
1302年11月13日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾊﾞｰﾙのﾃｨﾎﾞｰ｣(~1312年死去)
1302年12月2日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ･ﾌｫﾙｸﾝｶﾞ｣ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王ﾏｸﾞﾇｽ3世の子/ｽｳ
  ｪｰﾃﾞﾝ王領地を付与(~13171210死去)
1302年12月10日-09:00|日本|  ||乾元1年11月21日|｢乾元｣に改元
1302年12月26日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>元ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ1世｣63才
1302年12月26日-09:00|日本|山口県|乾元1年12月7日|<死去>北条実政(54歳)長門探題､鎮西探題
1302年12月30日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|乾元1年12月11日|鎌倉で大火があり､500人が死亡
1302年12月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾌｪﾘｰ3世｣
1302年12月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾃｨﾎﾞｰ2世｣(~13120513死去)
1303年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Citraganda/Sang Mokteng Tanjung｣(~1311年)
1303年-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｱﾗｰﾙｳｯﾃﾞｨｰﾝがﾁﾄｰﾙ城を攻略し､ﾓﾝｺﾞﾙ軍を撃退
1303年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｵ3世｣(~13071117､殺害される)
1303年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾃｯｻﾘｱ尊厳公｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣
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1303年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｸﾞｲﾄﾞ･ﾀﾞ･ｶﾅﾚ｣(1回目~1306年)
1303年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ1世｣(~1323年)
1303年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<譲位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ2世｣(~13071117死去)
1303年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｳﾞｫﾝ4世｣(~1307年死去)
1303年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾘｱ尊厳公｢ﾖﾊﾈｽ2世ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1318年死去)
1303年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ﾗﾑ･ｻﾙﾀﾝ｢Giyath al-Din Masud2世｣(2期目~1307年)
1303年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ領主｢ｱﾝﾘ2世｣
1303年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ｵｯﾄｰ1世｣ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯(~13081127死去)
1303年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ｳﾞｨｽﾗﾌ3世｣(~1325年)
1303年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ領主｢Waleran2世｣(~1354年死去)Henry2世の兄弟
1303年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系｢ﾖﾊﾝ2世｣(~13220422死去)
1303年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾗｯﾂｪﾌﾞﾙｸ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ系｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣(~1308年死去),｢ｴｰﾘﾋ1世｣
  (~1338年退位)共同統治
1303年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ﾗﾝﾂﾍﾞﾙｸ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ4世(ﾃﾞｨｰﾂﾏﾝ)｣
1303年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公国はﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系とﾗｯﾂｪﾌﾞﾙｸ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ系に分裂
1303年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾎﾞﾆﾌｧﾁｵ8世､ﾛｰﾏ大学を創設
1303年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Bartholomew Querini｣(~1307年)
1303年1月19日-09:00|日本|  ||乾元2年|<任命>出雲国守護｢塩冶貞清｣(~正中3(1326)年3月28日死去､次に高貞
  が就任~1336年)
1303年1月19日-09:00|日本|広島県尾道市|乾元2年|この年,印憲作｢木造聖徳太子立像｣(尾道浄土寺蔵)成る
1303年2月20日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀｸﾌｨｰ1世｣(~1340.2)
1303年3月5日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾓｽｸﾜ公｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣
1303年3月5日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｸﾜ公｢ﾕｰﾘｰ3世ﾀﾞﾆﾛｳﾞｨｯﾁ｣(~13251121死去)
1303年3月19日-09:00|日本|  ||乾元2年3月|鎌倉幕府が諸国横行人を禁制
1303年3月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｵﾄﾝ4世｣
1303年3月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ｣ｵﾄﾝ4世の息子.名目のみ(~1315年死去)
1303年4月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾓﾝｺﾞﾙ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｶﾞｰｻﾞｰﾝのｼﾘｱ遠征軍とﾏﾑﾙｰｸ軍がﾀﾞﾏｽｸｽ近郊で戦闘､ﾏﾑﾙｰｸ軍がﾓ
  ﾝｺﾞﾙ･ｱﾙﾒﾆｱ連合軍を破る
1303年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾘﾐﾉ･ﾊﾞﾗｺﾝ｣｢ｽﾃﾙﾍﾟﾄのｼﾓｰﾈ｣
1303年4月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<設立>ﾛｰﾏ教皇ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ8世がﾛｰﾏ市内に神学校(⇒ﾛｰﾏ･ﾗ･ｻﾋﾟｴﾝﾂｧ大学)
1303年5月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世(端麗王)､｢ﾊﾟﾘ条約｣を結び､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世に､
  ﾌﾗﾝｽ王家が1294年から97年までに征服した土地を全て返還
1303年6月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲｳﾞｧﾝ･ｺｾｷﾞ･ﾌｨｱ･ﾍﾝﾘｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍｰﾀﾞｰ｣(1回目~1304年4月
  )
1303年8月8日 02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｷﾞﾘｼｬ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ､ｷﾞﾘｼｬ､ｼﾘｱで地震(M7.6)､死者1万人
1303年8月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･大徳7年7月|ﾁｬﾊﾟﾙ(ﾊｲﾄﾞｩ嫡子)とﾁｬｶﾞﾀｲ家のﾄﾞｩﾜ､元に降伏講和し､ﾊｲ
  ﾄﾞｩの乱完全終結
1303年9月7日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ近郊ｱﾅｰﾆの別荘に滞在中の教皇ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ8世がﾌﾗﾝｽのｷﾞｮｰﾑ･ﾄﾞ･ﾉｶﾞﾚ
  に襲撃され監禁される(ｱﾅｰﾆ事件)
1303年9月16日-09:00|日本|  ||嘉元1年8月5日|｢嘉元｣に改元
1303年9月17日-08:00|中国|  ||元･大徳7年8月6日|山西､洪洞･趙城地震/M8.0､死者20万人(47万5,800人とも)
1303年10月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第193代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ8世｣
1303年10月15日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||ｱﾝﾄﾞﾗはｱﾗｺﾞﾝの保護下
1303年10月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第194代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ11世｣(~13040707)
1303年11月10日-09:00|日本|広島県廿日市市|嘉元1年10月|則長作太刀(宮島厳島神社蔵)成る
1304年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Komalo｣(~1317年)､｢Ngara Malamo｣(~1317年)
1304年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾙｼﾞｰ朝がﾁｬﾝﾃﾞｰﾗ朝を打倒
1304年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾝｼﾞｭｰ朝ｼｬｰ｢ｼｬﾗﾌｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1336年)
1304年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾖﾊﾝ･ｻｸｾｯｿﾝ｣(~同年)
1304年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞ3世｣(4回目~1308年)
1304年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾓｽ島はｼﾞｪﾉｳﾞｧの所有(~1329年)
1304年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾃﾝﾀﾞﾙ辺境伯｢ｺﾝﾗｰﾄ｣
1304年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢John2世｣(~1361年)
1304年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾑﾗﾃﾞﾝ2世ｼｭﾋﾞｯﾁ･ｵﾌﾞ･ﾌﾞﾘﾋﾞﾙ｣(~1322年)
1304年1月21日-09:00|日本|  ||嘉元1年12月14日|<任命>六波羅探題北方･山城･播磨国守護｢北条時範(極楽寺流
  常盤氏)｣(~徳治2(1307)年8月14日)
1304年1月26日-09:00|日本|  ||嘉元1年12月19日|藤原為世の新後撰和歌集が撰進される
1304年2月7日-09:00|日本|富山県高岡市|嘉元2年|慈雲妙意が国泰寺創建<臨済宗国泰寺派>
1304年2月7日-09:00|日本|兵庫県神戸市北区|嘉元2年|この年､播磨国太山寺本堂できる
1304年2月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞをｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞが占領(~13070707)
1304年2月27日-09:00|日本|  ||嘉元2年1月21日|<死去>東二条院公子(西園寺実氏の娘.後深草天皇中宮)
1304年3月21日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾊﾞﾅｰ･ﾌｫﾝ･ﾍﾟﾙﾝｼｭﾀｲﾝ｣(~1341年3
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  月没)
1304年4月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲｼｭﾄﾊﾞｰﾝ･ﾌｨｱ･ｴﾙﾈ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱｺｽ｣(2回目~1305年)
1304年5月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Joao Afonso Telo｣
1304年5月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Martim Gil de Riba de Vizela｣先代の娘婿(~13121123死去)
1304年5月17日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝第7代君主｢ｶﾞｻﾞﾝ｣
1304年6月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ｳｽﾏｰﾝ1世｣
1304年6月6日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻﾞｲﾔｰﾝ1世｣(~1308年死去)
1304年7月7日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>193代ﾛｰﾏ教皇ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ11世[1240年生～](享年64)
1304年7月21日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ｵﾙｼﾞｪｲﾄｩ｣ｶﾞｻﾞﾝの弟(~13161216死去)
1304年7月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｺｽﾄﾛﾏ公ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣
1304年7月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾄｳﾞｪﾘ公ﾐﾊｲﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~13181122死去)
1304年8月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ1世｣
1304年8月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ3世大伯｣(1326年ｼｭﾚｰｽﾞｳﾞｨﾋ公ｹﾞﾙﾊﾙﾄ1世~13
  30年ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯~13400401死去)
1304年8月17日-09:00|日本|  ||嘉元2年7月16日|<死去>｢後深草法皇｣62歳(誕生:寛元1(1243)0610)89代天皇
1304年8月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ﾌﾗﾝｽ北部の｢ﾓﾝｻﾝ=ﾍﾟｳﾞｪｰﾙの戦い｣でﾌﾗﾝﾄﾞﾙ軍に勝利
1304年8月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ｼﾞｬﾝ2世｣
1304年8月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ1世｣(~13370607)
1304年9月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ﾌﾗﾝｽ北部のﾘｰﾙを陥落させる
1304年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾘｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾜｰﾚﾝ｣
1304年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾘｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾜｰﾚﾝ｣(~1347.6死去)
1304年10月9日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国領主｢ﾀﾗﾝﾄ公ﾌｨﾘｯﾎﾟ｣(~13311226没)
1304年10月9日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||ﾃﾞｭﾗｯﾂｫはｱﾙﾊﾞﾆｱ王国の一部
1304年10月30日-09:00|日本|福島県須賀川市|嘉元2年10月|太夫阿日尊岩代仁井田に願成寺を創す
1304年11月4日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~13050523)
1305年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾊﾞﾗﾝﾊﾞ国
1305年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢Mahlakadeva｣
1305年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾙｼﾞｰ朝がﾊﾞﾗﾏｰﾗ朝を滅ぼし､ﾏｰﾙﾜ地方を併合､ﾓﾝｺﾞﾙ軍を撃退
1305年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎｲｻﾗ朝ﾊﾞｯﾗｰﾗ3世がﾔｰﾀｳﾞｧ朝に進軍し､領土を奪取
1305年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公｢ｳﾞｧｼﾘｰ･ｱﾝﾄﾞﾚｴｳﾞｨﾁ｣(~1309年)
1305年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾞｨｸ･ﾍﾞｲﾘｸ･ﾍﾞｲ｢Inanc･ﾍﾞｲ｣(~1335年)
1305年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ7世｣
1305年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ=ｵｰﾗﾐｭﾝﾃﾞ伯｢ｵｯﾄｰ6世｣(~1340年)
1305年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ3世｣(~1345年)
1305年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ｵｯﾄｰ｣(~13101029死去)
1305年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ1世｣ｷﾞｰの子(~13300131死去)
1305年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Guglielmo Raimondo Moncada｣(~1320年死去)
1305年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾏｰ伯｢ﾄﾞﾑﾅﾙ2世｣(~13320811死去)
1305年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Mohammed ibn Gao｣(~1310年)
1305年1月18日-09:00|日本|三重県伊勢市|嘉元2年12月22日|第33回内宮遷宮
1305年1月26日-09:00|日本|  ||嘉元3年|<任命>筑後国守護｢宇都宮頼房｣(~1315年､以後北条氏~1333年)
1305年3月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｷﾞｰ1世｣
1305年3月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ3世｣ｷﾞｰ1世の息子(~13220917死去)
1305年3月25日-09:00|日本|京都府京都市|嘉元3年2月29日|京中での酒の販売が禁止される
1305年4月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌｱﾅ1世｣兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ｣34歳
1305年4月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾙｲ｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世とｼﾞｬﾝﾇの息子(⇒13141129ﾌﾗﾝｽ王位に統合)ﾌﾗ
  ﾝｽ王ﾙｲ10世
1305年4月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾙｲｽ1世｣ﾌｪﾘﾍﾟ1世とﾌｱﾅ1世の男子(~13160605死去26歳)
1305年4月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌｪﾘﾍﾟ1世｣(~13141129死去46歳)
1305年4月28日-09:00|日本|奈良県北葛城郡王寺町|嘉元3年4月4日|興福寺の僧徒が大和国片岡の達磨寺を焼く
1305年5月6日-09:00|日本|  ||嘉元3年4月12日|<就任>関白｢九条師教｣(~延慶元(1308)年8月25日)
1305年5月17日-09:00|日本|  ||嘉元3年4月23日|<死去>長門探題｢北条時村｣北条宗方に暗殺される/64歳(誕生:
  仁治3(1242)年)/幕府の連署
1305年5月17日-09:00|日本|  ||嘉元3年4月23日|<任命>長門探題｢北条熙時｣(~1306年)
1305年5月25日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|嘉元3年5月2日|北条宗方の陰謀が発覚し､幕府は北条時村殺害に関
  連した徒党12人を討つ
1305年5月27日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|嘉元3年5月4日|<死去>若狭国守護｢北条宗方]佐々木時清と相討ち(
  次に､宣時､貞時､高時と続く~1333年)
1305年6月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第195代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ5世｣(~13140420死去)
1305年6月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾏｳｫﾎﾟﾙｽｶ公･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾞｧﾂﾜﾌ2世｣病死
1305年6月21日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王｢ｵｯﾄｰ｣ﾍﾞｰﾗ4世の孫(~1307年退位)
1305年6月21日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾞｧﾂﾜﾌ3世｣/ｳﾞｧﾂﾜﾌ2世の息



1330迄(1388件)

  子(~13060804暗殺される16歳)
1305年7月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾌﾏｲﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｲｽﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣｢ﾙﾏｲﾀ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｱｻﾄ
  ﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1314年3月)
1305年7月4日-09:00|日本|京都府京都市|嘉元3年6月12日|京都洪水/上賀茂の橋梁流失
1305年8月3日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱとﾃｭﾆｼﾞｱ王との条約
1305年8月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ反乱軍指導者騎士ｳｫﾘｽは､捕らえられ八つ裂きの刑に処せられた
1305年9月19日-09:00|日本|愛知県豊田市|嘉元3年8月30日|三河国猿投社で遷宮
1305年10月4日-09:00|日本|  ||嘉元3年9月15日|<死去>亀山天皇(57歳)第90代天皇
1305年10月9日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾔｶﾌﾞ･ｺﾊﾟｽ･ﾌｨｱ･ﾀﾏｽ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾎﾞﾙｻ｣(~1306年2月)
1305年10月9日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<退位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾞﾗｳｽ(ﾗｰｽﾛｰ5世)｣ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ｳﾞｧﾂﾜﾌ3世
  兼ﾎﾞﾍﾐｱ王ｳﾞｧｰｸﾗﾌ3世
1305年10月30日-09:00|日本|  ||嘉元3年10月12日|<死去>常陸佐竹氏7代目当主｢佐竹行義｣43才/貞義が継ぐ
1305年11月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ﾌｧｳﾙｹ･ﾄﾞ･ﾋﾞｼﾞｬﾚ｣(1回目~1317年9月)
1305年11月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｬﾝ2世｣66歳
1305年11月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｱﾙﾃｭｰﾙ2世｣ｼﾞｬﾝ2世とﾍﾞｱﾄﾘｽ･ﾀﾞﾝｸﾞﾙﾃｰﾙの長男(~13120827
  死去50歳)
1305年12月5日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢Bela5世｣(~1307.5退位)
1305年12月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾍﾞｰﾗ5世｣ﾊﾞｲｴﾙﾝ公ｵｯﾄｰ3世(~1307年6月)
1305年12月17日-09:00|日本|  ||嘉元3年12月|続･門葉和歌集できる
1305年12月17日-09:00|日本|愛媛県松山市|嘉元3年12月|和気郡太山寺本堂再建
1306年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Patarsuar(Ba Buc)｣(~1328年)
1306年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾊﾞｰﾇ･ﾃﾞｰｳﾞｧ2世｣(~1328年)
1306年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ:ﾄﾞｩｱがﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国版図確立
1306年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌｪﾃﾞﾘｺﾞ･ﾍﾞﾚｯﾄ･ｼﾞｭｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~同年)
1306年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||ｶｽﾃﾛﾘｿﾞ島はｴﾙｻﾚﾑの聖ﾖﾊﾈ病院の騎士団(聖ﾖﾊﾈ騎士団､後のﾏﾙﾀ騎士団)の所有(
  ~1440年)
1306年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ=ｻﾞｳｾﾝﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣(~1306年)
1306年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ﾃｵﾄﾞﾛ1世｣ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ1世の姉ｴｲﾚｰﾈｰの四男(~13380424)
1306年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退任>ﾚｯｼﾞｮ侯｢ｱｯﾂｫ8世｣(~13080131死去)
1306年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽでﾕﾀﾞﾔ人10万人が追放
1306年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾄｲﾙﾄﾞﾍﾙﾊﾞｯﾊ･ﾓｰﾙ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1306年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Jean de Ditton｣(~1309年)
1306年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾄｲﾙﾃﾞﾙﾊﾞｯﾊ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾄｲﾙﾃﾞﾙﾊﾞｯﾊ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝの息子(~1
  311年没)
1306年1月2日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|嘉元3年12月17日|醍醐寺の宝池院･無量光院焼亡
1306年2月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲｳﾞｧﾝ･ｺｾｷﾞ･ﾌｨｱ･ﾍﾝﾘｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍｰﾀﾞｰ｣(2回目~1307年6月
  )
1306年2月14日-09:00|日本|  ||嘉元4年|<任命>丹波国守護｢六波羅探題南方兼任｣(~1333年)
1306年2月14日-09:00|日本|愛知県名古屋市中川区|嘉元4年|藤原国弘､三河国八剣社の社殿を建てる
1306年2月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元の大徳10年|ｵｺﾞﾀｲ･ﾊﾝ国がﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国に併合され消滅
1306年3月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ3世｣
1306年3月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ4世｣(~1328年死去)
1306年3月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾛﾍﾞｰﾙ2世｣
1306年3月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾕｰｸﾞ5世｣(~13150509死去)
1306年3月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾛﾊﾞｰﾄ1世幸運王｣(~13290607死去54歳)
1306年4月26日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ総督｢ｱﾏｳﾘｰ･ﾄﾞ･ﾙｼﾆｬﾝ｣(~13100605､死去)
1306年5月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢Przemyslaw｣
1306年5月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢Leszek｣(~1336年死去)
1306年5月27日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||ｳﾞｨﾆｮｰﾛ･ﾃﾞ･ｳﾞｨﾆｮｰﾘは､ﾛｰﾄﾞｽ島､ｺｽ島､ﾚﾛｽ島に対する領有権をｴﾙｻﾚﾑの
  聖ﾖﾊﾈ･ﾎｽﾋﾟﾀﾗｰ騎士団に売却
1306年6月7日-08:00|中国/日本/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･大徳10年;嘉元4年4月25日|日本商船が元の慶元(寧波)に至って
  貿易
1306年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||討伐軍を起こしたｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世に大敗し､主な協力者は処刑され､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国王
  ﾛﾊﾞｰﾄ自身もﾉﾙｳｪｰにまで逃れた
1306年8月4日-01:00|ﾁｪｺ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ王兼ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾞｧﾂﾜﾌ3世｣暗殺される16歳
1306年8月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世ｳｫｷｪﾃｸ｣ｺﾝﾗﾄ1世の孫息子/ﾚｼｪｸ2世の異母弟/
  ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王国を再統合(⇒1320年ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王~13330302死去)
1306年8月22日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｼﾞﾝﾄﾞﾘｯﾋ･ｶﾘﾝｼｱ｣ｵｰｽﾄﾘｱ公ﾙﾄﾞﾙﾌ3世.ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ3世
  の母方の従兄.ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ2世の娘ｱﾝﾅと結婚(1回目~1306年9月)
1306年9月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<廃位>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｼﾞﾝﾄﾞﾘｯﾋ･ｶﾘﾝｼｱ｣
1306年9月12日-08:00|中国|  ||元･大徳10年8月4日|中国･寧夏省､固原で地震(M6.5)｡､死者5千人
1306年10月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｬﾝ｣ｼﾞｬﾝ2世の子(~13340117死去)
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1306年10月16日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世･ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｽｷｰ｣ｵｰｽﾄﾘｱ公(~13070704死去
  )
1306年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗｸ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱとﾍﾟﾙｼｬのｽﾙﾀﾝと通商協定
1306年12月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛｱとﾚｳﾞｧﾝﾄ貿易をめぐる協定
1307年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢Jaya Simhavarman4世(Che Chi)｣(~1312年)
1307年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<国名変更>ﾎﾟﾙﾊﾞﾝﾀﾞﾙ国⇒ﾗﾝﾌﾟﾙ国
1307年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾙｼﾞｰ朝の武将ﾏﾘｸがﾔｰﾀｳﾞｧ朝の首都を陥す
1307年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ﾄﾞｩｱ｣
1307年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｺﾞﾝﾁｪｸ｣ﾄﾞｩｱの子(~1308年死去)
1307年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Omar1世｣(~1341年)
1307年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~同年)
1307年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣(~1318年)､｢ｳﾞｧｼﾘｰ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣(~1316年)
1307年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｳﾞｧｲﾆｳｽ｣(~1336年)
1307年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<編入>ﾘﾄｱﾆｱのﾎﾟﾛｯｸ部分
1307年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｳﾞｫﾝ4世｣
1307年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｱｶｲｱ公｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ1世･ﾃﾞｨ･ﾀｰﾗﾝﾄ｣(~1313年)
1307年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾄﾞﾃﾞｶﾆｻ領主｢ｳﾞｨﾆｮｰﾛ･ﾃﾞｲ･ｳﾞｨﾆｮﾘ｣(~1309年)
1307年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｵｼﾝ｣(~13200720死去)
1307年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｴﾋﾟﾛｽをﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ(東ﾛｰﾏ)帝国が統治(~1318年)
1307年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣
1307年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾛﾜ伯｢ﾋｭｰ2世｣
1307年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢Guy1世｣(~13420812死去)
1307年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣(~1330.12死去)
1307年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｴｲﾏｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾗﾝｽ｣(~13240623死去)
1307年 00:00|ﾏﾘ|  |||ﾏﾘ王ﾏﾝｻ･ﾑｰｻが即位､ﾄﾝﾌﾞｸﾄｩにﾓｽｸを建設し最盛期
1307年1月14日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾜｰﾚﾙｰ｣
1307年1月18日-09:00|日本|  ||徳治1年12月14日|｢徳治｣に改元
1307年1月24日-09:00|日本|三重県伊勢市|徳治1年12月20日|第33回外宮遷宮
1307年1月28日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ｸﾝ･ﾛｰ｣(~1311年3月没)
1307年2月3日-08:00|中国/日本/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･大徳11年|元の慶元(寧波)で日本人商人が元の官吏と争い､城内
  に突入して放火･掠奪
1307年2月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･興隆15年|<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ3世｣
1307年2月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･興隆15年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ4世｣(~1312年大越の英宗に捕ら
  われる)
1307年2月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･興隆15年|大越･陳朝がﾁｬﾝﾊﾟの2州を併合
1307年2月4日-09:00|日本|  ||徳治2年|<任命>長門探題｢北条時仲｣(~1319年)
1307年2月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･大徳11年1月8日|<死去>元第2代皇帝｢成宗ﾃﾑﾙ｣/年42
1307年5月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<退位>ｸﾛｱﾁｱ王｢Bela5世｣
1307年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰｽがｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍を破る
1307年5月3日-09:00|日本|  ||徳治2年4月上旬|宗俊一遍上人絵伝10巻(金連寺)を作る
1307年5月13日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾔｱｸｰﾌﾞ･ﾕｰｽﾌ｣
1307年5月13日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｰﾋﾞﾄ･ｱﾐｰﾙ｣(~13080728死去)
1307年5月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｱﾙﾒﾆｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､ｱﾙﾒﾆｱ王との通商協定
1307年6月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾛﾗﾝﾄﾞ･ﾌｨｱ･ﾚｽﾀｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾗｰﾄｰﾄ｣(~13071010)､｢ｱﾏﾃﾞ･ﾌｨｱ
  ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱﾊﾞ｣(7回目~1310年6月)､｢ﾏﾃ･ﾌｨｱ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｻｰｸ｣(3回目~1310年6月)､｢ﾔｶﾌﾞ･ｺﾊﾟｽ･ﾌｨｱ･ﾀﾏｽ
  ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾎﾞﾙｻ｣(~1315年)
1307年6月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<退位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾍﾞｰﾗ5世｣
1307年6月21日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･大徳11年5月21日|<即位>元第3代皇帝｢武宗ｶｲｼｬﾝ｣(~至大4年1月8日13
  11年1月27日)ﾁﾝｷﾑの次男ﾀﾞﾙﾏﾊﾞﾗ(順宗)の子.ﾃﾑﾙの甥
1307年7月4日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣兼ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世･ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｽ
  ｷｰ｣26歳/赤痢で病死
1307年7月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世長脛王｣兼ｱｷﾃｰﾇ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ1世｣ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ
  遠征途中に病死/68歳(誕生12390617)
1307年7月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世｣(~13270125退位~13270921殺害される43
  歳)兼ｱｷﾃｰﾇ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ2世｣(1325年退位)ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世とｴﾘﾅｰ･ｵﾌﾞ･ｶｽﾃｨﾙの男子
1307年8月15日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<復位>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｲﾝｼﾞﾌ･ｺﾙﾀﾝｽｷｰ｣ｹﾙﾝﾃﾝ公(2回目~13101203廃位~13
  350402死去)
1307年8月22日-09:00|日本|  ||徳治2年7月24日|<死去>れい子内親王(遊義門院)(38歳)後深草天皇の皇女､後宇
  多天皇の妃
1307年8月24日-09:00|日本|  ||徳治2年7月26日|後宇多上皇､出家して法皇となる
1307年9月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲｽﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾌｨｱ･ｴﾙﾈ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱｰｺｽ｣(~10.10)
1307年9月11日-09:00|日本|  ||徳治2年8月14日|<死去>北条時範(44歳)六波羅探題北方
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1307年9月29日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Piers Gaveston｣(~1308年)
1307年10月10日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｶｰﾛｲ1世｣ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ5世の曾孫(~13420716
  没)
1307年10月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ｶﾄﾘｰﾇ1世｣
1307年10月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ｶﾄﾘｰﾇ2世｣ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜとｶﾄﾘｰﾇ1世の娘(~1346.10死去)
1307年10月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世､尚書･法律顧問(ﾚｼﾞｽﾄ)ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ﾉｶﾞﾚに命じて｢ﾀﾝﾌﾟﾙ騎士
  団｣の｢修道院｣(3区)を襲撃させる/総長ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ﾓﾚｰや騎士団員を異端の罪で一斉に逮捕/同日,ﾌﾗﾝｽ全土のﾀﾝ
  ﾌﾟﾙ騎士修道士を逮捕
1307年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世が､国内のﾃﾝﾌﾟﾙ騎士団を逮捕し解散させる
1307年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国内にいる数千人のﾃﾝﾌﾟﾙ騎士およびその同志が逮捕される
1307年11月17日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｵ3世｣殺害される
1307年11月17日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｵｼﾝ｣(~13200720死去)
1307年11月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾃﾞｨｰﾀｰ｣
1307年11月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾊﾞﾙﾄﾞｩｲﾝ｣(~13540121死去)
1307年11月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||(10月19日～)ﾊﾟﾘとその周辺で138人のﾀﾝﾌﾟﾙ騎士が勾留され､異端審問官から
  尋問を受け､拷問で36人が死亡
1307年12月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾃﾞｨｰﾂﾏﾝ｣ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯
1308年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｲﾝﾄﾞﾗｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~1327年)
1308年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾙｼﾞｰ朝の武将ﾏﾘﾌがﾃﾞｶﾝ地方以南へ波状的に遠征を開始
1308年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｺﾞﾝﾁｪｸ｣
1308年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾅﾘｸ｣ﾌﾞﾘの子ｶﾀﾞｷ･ｾﾁｪﾝの子.ﾌﾞｶ･ﾃﾑﾙの弟(~同年)→｢ｹﾍﾞｸ｣
  ﾄﾞｩｱの子(~1309年)
1308年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｰﾄ朝ﾏﾘｰｸ｢Ghiyath-uddin ibn Rukn-uddin｣(~1329年)
1308年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ3世｣
1308年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｳﾞｧｼｰﾘｰ1世ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣
1308年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1314年)
1308年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｲｳﾞｧﾝ1世ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1327年死去)
1308年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<復位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ8世｣(~1311年死去)
1308年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｸﾙﾄ朝ﾏﾘｸ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾙｸﾇｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~1329年)
1308年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｸﾞｲﾄﾞ･ﾀﾞ･ｶﾅﾚ｣(2度目~1310年)
1308年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾄﾞｩﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Muharizalsin Gazi Mehmed･ﾍﾞｲ｣(~1334年)
1308年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Yahsi Han Bey｣(~1312年)
1308年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾏｽｳｰﾄﾞ3世｣(~同年死去､ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝滅亡)
1308年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻﾞｲﾔｰﾝ1世｣
1308年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾗｯﾂｪﾌﾞﾙｸ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ系｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣
1308年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ2世｣
1308年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ方伯｢ｵｯﾄｰ1世子供伯｣ﾊｲﾝﾘﾋ1世の上の息子(ｵｰﾊﾞｰﾍｯｾﾝ(ﾏｰﾙﾌﾞﾙｸ)のみを統治
  ⇒1311年ﾍｯｾﾝを統合~1328年)､ﾍｯｾﾝ方伯｢ﾖﾊﾝ｣ﾊｲﾝﾘﾋ1世の下の息子(ﾆｰﾀﾞｰﾍｯｾﾝ(ｶｯｾﾙ)のみを統治~1311年)
1308年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｾﾞｰｹﾞﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ7世｣(~1315年暗殺され､ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｾﾞｰｹﾞﾍﾞﾙｸはﾎﾙｼｭﾀ
  ｲﾝ=ｷｰﾙに戻され､父親であるﾖﾊﾝ2世が領した)
1308年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏﾙｸ伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世｣(~13280718死去)
1308年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾁｬｰﾙｽﾞ1世｣ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏﾙﾃﾙの息子(~13420716死去)
1308年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｶﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｶﾐﾝ｣没収
1308年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｱｰﾌﾞﾛｰｽ修道院長(後ｱｲﾙｽﾞ司教)ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ｣(~1328年)
1308年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Henri de Beaumount｣(1期目~1310年)
1308年1月24日-04:00|ﾛｼｱ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||樺太のｱｲﾇが元に服従する
1308年1月24日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至大1年1月1日|元の武宗が至大(-1311年)と改元
1308年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世､ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世(端麗王)の娘ｲｻﾞﾍﾞﾗ･ｵﾌﾞ･ﾌﾗﾝｽ
  とﾌﾗﾝｽの北部ﾌﾞﾛｰﾆｭ=ｼｭﾙ=ﾒｰﾙで結婚
1308年1月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ｱｯﾂｫ8世｣
1308年1月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ﾌﾚｽｺ｣(~同年~1312年死去)
1308年2月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｻﾞﾙﾂｳﾞｪｰﾃﾞﾙ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ｣
1308年2月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｻﾞﾙﾂｳﾞｪｰﾃﾞﾙ辺境伯｢ﾖﾊﾝ5世｣ﾍﾙﾏﾝの息子.共同統治
  (~13170324~13170326死去)
1308年3月4日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至大1年2月11日|元の改元を受け高麗も至大と改元
1308年3月18日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｶﾞｰﾘﾁ公･ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾕｰﾘｰ･ﾘｳﾞｫｳﾞｨﾁ｣
1308年3月18日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公･ｶﾞｰﾘﾁ公･ﾙｰﾂｸ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ﾕｰﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1323年ｱﾝﾄﾞﾚｲの死に
  より断絶､血縁関係のあったﾎﾞﾚｽﾜﾌが相続)
1308年3月18日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公･ﾙｰﾂｸ公｢ﾚﾌ･ﾕｰﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1323年死去)共同統治
1308年3月23日-09:00|日本|香川県善通寺市|徳治3年3月1日|金蔵寺,火災にあい,金堂･新御影堂･講堂以下の堂
  舎が焼失
1308年4月15日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾝﾑｰ1世｣(~13180722暗殺される)



1330迄(1388件)

1308年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
1308年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ9世｣(~13480403死去)
1308年5月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王･ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ
  公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣甥ﾖﾊﾝ･ﾊﾟﾘﾁｰﾀﾞによって暗殺される/52歳
1308年5月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣兼ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世美王｣(
  ~13300113死去)､ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世｣(共同統治~13260228死去)
1308年7月18日-09:00|日本|  ||徳治3年6月30日|幕府､興福寺衆徒の強訴を認め､佐々木頼綱を尾張へ､僧仙海を
  三河へ流罪とする
1308年7月28日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｰﾋﾞﾄ･ｱﾐｰﾙ｣
1308年7月28日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾙ=ﾗﾋﾞ･ｽﾗｲﾏｰﾝ｣(~13101123死去)
1308年7月30日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至大1年7月13日|<死去>高麗王｢忠烈王｣
1308年8月20日-09:00|日本|  ||徳治3年8月4日|<辞任>鎌倉幕府第8代将軍｢久明親王｣帰京
1308年8月26日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|徳治3年8月10日|<就任>鎌倉幕府第9代将軍｢守邦親王｣
1308年9月10日-09:00|日本|  ||徳治3年8月25日|<死去>94代｢後二条天皇｣24歳(誕生:弘安8(1285)0202)
1308年9月11日-09:00|日本|  ||徳治3年8月26日|<就任>摂政｢九条師教｣(~延慶元年11月10日)
1308年9月11日-09:00|日本|  ||徳治3年8月26日|<践祚>95代｢花園天皇｣(11月16日即位式~13180226)
1308年9月13日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至大1年8月28日|<即位>高麗王｢忠宣王｣(~13130420退位)
1308年10月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾋﾟｱｰｽﾞ･ﾄﾞ･ｷﾞｬﾍﾞｽﾄﾝ｣(~13090515)
1308年10月5日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｷﾞｰ2世｣
1308年10月5日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｱﾃﾈ公｢ｺﾞｰﾃｨｴ5世｣(~13110315死去)
1308年11月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人の神学者｢ﾄﾞｩﾝｽﾞ･ｽｺﾄｩｽ｣(誕生1274年)
1308年11月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｾﾞｰｹﾞﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ5世ﾎﾟﾒﾗﾆｱﾝ｣
1308年11月22日-09:00|日本|  ||延慶1年10月9日|延慶に改元
1308年11月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾃﾝﾀﾞﾙ辺境伯｢ｵｯﾄｰ4世｣兼下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ｵｯﾄ
  ｰ1世｣
1308年11月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国宰相｢ﾏｲﾝﾂ大司教ﾍﾟｰﾀｰ･ﾌｫﾝ･ｱｽﾍﾟﾙﾄ｣(1
  回目~13090106)
1308年11月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾃﾝﾀﾞﾙ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ｣ｺﾝﾗ
  ｰﾄの息子(⇒13170326ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯~13190814死去)
1308年11月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ7世｣(⇒13120629､神
  聖ﾛｰﾏ帝国皇帝)
1308年12月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･興隆16年閏11月3日|<死去>大越･上皇｢仁宗｣
1308年12月22日-09:00|日本|  ||延慶1年11月10日|<就任>摂政｢鷹司冬平｣(~応長元(1311)年3月15日)
1309年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ｳｨｼﾞｬﾔ｣
1309年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾗ｣(~1328年､一貴族に暗殺される)
1309年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｳﾑﾗﾗ国
1309年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Sundara Pandyan4世｣(~1327年)､｢Vira Pandyan4世｣(~1345年)
1309年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞのﾊﾞｰﾝﾃﾞｨﾔ朝で王位継承戦争が勃発
1309年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ朝がﾏﾘｸ･ｶｰﾘﾌに服属
1309年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾊﾞﾔﾝ｣
1309年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｻｼﾌﾞｶ｣(~1315年死去)
1309年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1332年)
1309年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｲｽﾌｪﾝﾃﾞｨﾔﾘｽﾞ君主｢ｽﾚｲﾏﾝ1世ﾊﾟｼｬ｣
1309年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ｶﾙﾛ｣ﾛﾍﾞﾙﾄ1世の長男(~13281109死去)
1309年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ1世ｱﾙ･ｼｬｰﾋﾄﾞ｣(~同年)⇒｢ﾊｰﾘﾄﾞ1世ｱﾙ･ﾅｰｼﾙ｣(~
  1311年)
1309年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副守護者｢Massey de la Court｣(~同年)
1309年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Pierre de Petitfeu｣(~同年)⇒｢Dro
  uet de Barentin｣(~1319年死去)
1309年1月12日-09:00|日本|  ||延慶1年12月|<任命>六波羅探題南方･丹波国守護｢北条貞房(大仏流)｣(~延慶2(1
  309)年12月2日)
1309年1月19日-09:00|日本|沖縄県|元･至大1年12月8日|<死去>琉球国王｢大成｣
1309年1月19日-09:00|日本|沖縄県|元･至大1年12月8日|<即位>琉球国王｢英慈｣(~13131010(皇慶2年9月20日)死
  去)
1309年1月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ﾘﾅﾙﾄﾞ･ﾎﾞﾅｺﾙｼ｣(~13280816)
1309年2月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ4世｣
1309年2月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ4世｣(~13260801死去)
1309年3月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾛｰﾏ教皇ｸﾚﾒﾝｽ5世と教皇庁がｱｳﾞｨﾆｮﾝに移される/以後70年間､教皇庁はｱｳ
  ﾞｨﾆｮﾝに置かれる
1309年3月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ｱﾐｰﾙ｢ﾅｽﾙ｣(~13140208退位)
1309年3月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国(ﾅｽﾙ朝)ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世｣
1309年4月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾙｸﾝ=ｱﾃﾞｨﾝ･ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽ2世｣(~13100305)



1330迄(1388件)

1309年5月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公｢ｶﾙﾛ｣ﾛﾍﾞﾙﾄの息子(~13280909死去)
1309年5月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ﾛﾍﾞﾙﾄ｣兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ｣(~13430120死去)
1309年5月16日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｳｫｰｶﾞﾝ卿｣(2回目~13140619)
1309年7月29日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾚｰﾓﾝ･ﾄﾚﾍﾞｲﾗ｣(~13260512)
1309年8月15日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||ﾛｰﾄﾞｽ島はｴﾙｻﾚﾑの聖ﾖﾊﾈ･ﾎｽﾋﾟﾀﾗｰ騎士団におさえられた
1309年9月12日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはｶｽﾃｨｰﾘｬが占領(~13330617)
1309年10月4日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至大2年9月|元が至元鈔の五倍の至大銀鈔を発行
1309年10月20日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<建国>ﾋﾟﾝﾔ王国(~1364年9月)
1309年11月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙｸ｣(~1322年)
1309年12月3日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾚｼﾆﾂｧ=ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ3世｣
1309年12月3日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｸ4世｣(~1312年)､｢ｺﾝﾗﾄ1世｣(~1313年)､｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ｣(~1321
  0423死去)共同統治
1309年12月3日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢Przemko2世｣(~13310111)
1310年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Jayananada Deva｣(~1320年)
1310年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾀﾞﾝﾊﾞﾃﾞﾆﾔ王国国王｢Bhuvanaikabahu2世｣Buvaneka Bahu1世の息子/Parakrama 
  Bahu3世の従兄弟(~1325年)
1310年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾘｸ･ｶｰﾌｰﾙがｶｰｶﾃｨｰﾔ朝とﾎｲｻﾗ朝の首都を攻略
1310年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｴｾﾝ･ﾌﾞｶ｣ﾄﾞｩｱの子(~1318年)
1310年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shahriyar5世｣
1310年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shah-Kaykhusraw｣(~1328年死去)
1310年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾆｺﾛ･ｻﾇｰﾄﾞ｣(~1312年)
1310年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾖﾊﾈｽ･ｶﾝﾇ(修道女)｣(~同年)
1310年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾊﾞｻﾗﾌﾞ1世｣(~1352年死去)
1310年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾊﾏｰ)第7代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾑｱｲﾔﾄﾞ･ｱﾌﾞﾙ=ﾌｨﾀﾞｰｳ｣(~13311027死去)
1310年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢John｣
1310年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｽﾁｪﾊﾟﾝ･ﾊﾞﾎﾞﾆｯﾁ｣(~1316年)
1310年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｪﾙｽｸ･ﾜﾙｼｬﾜ公｢ﾄﾛｲﾃﾞﾝ1世｣(~13410313死去)
1310年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Henry3世｣(~1336年)
1310年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ﾄﾛｲﾃﾞﾝ1世｣ﾏｿﾞﾌｼｪ公ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世の息子(~13410313死去)
1310年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ女伯･ﾘﾝｶｰﾝ女伯｢ｱﾘｽ･ﾄﾞ･ﾚｨｼｰ｣(1322.12ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ女伯剥奪~1348100
  2死去)
1310年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Gilbert Makaskill｣(1期目~1312年)
1310年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Abubakari2世｣(~1312年)
1310年1月3日-09:00|日本|  ||延慶2年12月2日|<死去>北条貞房(38歳)六波羅探題南方
1310年2月1日-09:00|日本|  ||延慶3年|<任命>信濃国守護｢北条基時｣(~不明､次に仲時が就任~1332年)
1310年2月1日-09:00|日本|  ||延慶3年|<任命>豊前国守護｢北条政顕｣(~不詳)
1310年3月5日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<復位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(3期目~13410607死去67歳)
1310年4月1日-09:00|日本|香川県善通寺市|延慶3年3月|善通寺蔵銅造阿弥陀如来立像,鋳造
1310年4月13日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾐﾝｻｲﾝ王｢ﾔｻﾞﾃｨﾝﾔﾝ/ﾃｨﾊﾄｩ｣(~13130207以前)
1310年5月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾀﾝﾌﾟﾙ騎士団｣の信者54人が火刑に処される
1310年5月25日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｵｯﾄｰ3世｣兼ﾁﾛﾙ伯｢ｵｯﾄｰ｣
1310年6月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ1世｣(~13460826没)
1310年6月5日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>ｷﾌﾟﾛｽ総督｢ｱﾏｳﾘｰ･ﾄﾞ･ﾙｼﾆｬﾝ｣
1310年6月5日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ総督｢ｴﾒﾘｰ･ﾄﾞ･ﾘｭｼﾞﾆｬﾝ｣(~8.27)
1310年6月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ﾋﾟｴﾄﾛ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞによる改革に反発するｸｰﾃﾞﾀｰが発生(失敗
  )､以後共和国の政治は事実上の寡頭政に移行
1310年7月22日-09:00|日本|  ||延慶3年6月25日|<任命>六波羅探題北方･山城･播磨国守護｢北条貞顕(金沢流)｣(
  ~正和3(1314)年11月→連署→執権)
1310年8月15日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||聖ﾖﾊﾈ騎士団はﾛｰﾄﾞｽ島を占領
1310年10月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ｵｯﾄｰ｣
1310年10月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ8世｣(~13470707死去)
1310年10月30日-09:00|日本|  ||延慶3年10月8日|<死去>じゅ子内親王(朔平門院)(24歳)伏見天皇の皇女
1310年11月23日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾙ=ﾗﾋﾞ･ｽﾗｲﾏｰﾝ｣
1310年11月23日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ｳｽﾏｰﾝ2世｣(~1331年)
1310年11月27日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|延慶3年11月6日|鎌倉の大火:勝長寿院､法華堂など類焼
1310年12月3日-01:00|ﾁｪｺ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾔﾝ･ﾙｹﾝﾌﾞﾙｽｷｰ｣(~13460826死去)兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾓﾗｳﾞｨ
  ｱ辺境伯(~1333年)神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ7世の息子
1310年12月3日-01:00|ﾁｪｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<廃位>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ｹﾙﾝﾃﾝ公･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｼﾞﾝﾄﾞﾘｯﾋ･ｶﾘﾝｼｱ｣(~1335
  0402死去)
1310年12月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｼｭﾃﾌｧﾝ1世｣戦死
1310年12月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｵｯﾄｰ4世｣ｼｭﾃﾌｧﾝ1世の次男(~13341214死去27歳)､｢ﾊｲﾝﾘﾋ14
  世｣ｼｭﾃﾌｧﾝ1世の長男(~13390901死去33歳)ｵｯﾄｰ3世と共同統治
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1311年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Lingga Dewata/ Sang Mokteng Kikis｣(~1333
  年)
1311年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ﾏﾝﾗｰｲ｣ｺﾞｴﾝ･ﾔﾝ王
1311年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ﾁｬｲｿﾝｸﾗｰﾑ｣(~1325年)
1311年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ朝君主｢ｼｬﾝｶﾗﾃﾞｰｳﾞｧ(ｼﾝｶﾞﾅ3世)｣(~1313年)
1311年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞｰﾝﾃﾞｨﾔ朝がﾏﾘｸ･ｶｰﾌｰﾙに侵略される
1311年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ8世｣
1311年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ6世｣(~1313年死去)
1311年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｵｰﾑｽ王｢Ezzeddine Kordan Shah｣(~1317年)
1311年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Shams al-Muluk Mohammad｣(~1317年)
1311年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾂ帝国に傭兵として雇われたｱﾗｺﾞﾝとｶﾀﾙｰﾆｬの騎士たちが反乱を起こし1390年頃
  までｱﾃﾈ公国を支配
1311年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Philip1世｣(~1316年)
1311年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｻﾞｶﾘｰﾔｰ1世ｱﾙ･ﾘｰﾔｰﾆ｣(~1317年)
1311年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾖﾙｶ王｢ｻﾝﾁｮ1世｣(~13240904)
1311年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||下ﾊﾞｲｴﾙﾝでｵｯﾄｰの特権付与状を発布
1311年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｻﾞﾗ支配(~1313年9月)
1311年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾄｲﾙﾃﾞﾙﾊﾞｯﾊ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1311年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾃﾞｨｱﾑｲﾄﾞ･ｸﾚｲﾚﾌ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾙｱﾄﾞ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝの息
  子(~1313年没)
1311年1月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾏｯﾃｰｵ1世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~13220624死去)
1311年1月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王(ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ朝)ｴﾝﾘｰｺ7世[神聖ﾛｰﾏ皇帝]遠征を経てｲﾀﾘｱ王位の兼務
  を復活させる(~13130824)
1311年1月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｸﾞｲｰﾄﾞ･ﾃﾞｯﾗ･ﾄｯﾚ｣
1311年1月14日-09:00|日本|  ||延慶3年12月24日|<死去>近江国守護｢六角頼綱｣(次に子の時信が継ぐ~1333年)
1311年1月21日-09:00|日本|  ||延慶4年|<任命>若狭守護｢北条高時｣(~元弘3(1333)年5月22日自刃)
1311年1月21日-09:00|日本|和歌山県海南市|延慶4年|この年､紀伊国長保寺本堂･多宝塔できる
1311年1月27日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至大4年1月8日|<死去>元第3代皇帝｢武宗ｶｲｼｬﾝ｣/年31
1311年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞ･ﾚｲｼｰ｣
1311年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ｱﾘｽ･ﾄﾞ･ﾚｲｼｰ｣ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ女伯(~13481002死去)
1311年2月19日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|延慶4年2月|鉄舟､尾張国長栄寺に懸仏を施入
1311年3月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ｸﾝ･ﾛｰ｣
1311年3月15日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｺﾞｰﾃｨｴ5世｣殺された
1311年3月15日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公(ｱﾙｺﾞｽ･ﾅﾌﾌﾟﾘｵ)｢ｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ｼｬﾃｨﾖﾝ｣ｺﾞｰﾃｨｴ5世の妻(~13540116死
  去)､｢ｺﾞｰﾃｨｴ6世｣ｺﾞｰﾃｨｴ5世の息子(~13560919)
1311年3月15日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ﾛﾍﾘｵ･ﾃﾞｽﾛｰﾙ｣(~1312年退位)
1311年4月4日-09:00|日本|  ||延慶4年3月15日|<就任>関白｢鷹司冬平｣(~正和2(1313)年7月12日)
1311年4月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至大4年3月18日|<即位>元第4代皇帝｢仁宗ｱﾕﾙﾊﾞﾙﾜﾀﾞ｣(~延祐7年1月21
  日1320年3月1日)ﾀﾞﾙﾏﾊﾞﾗの次男.武宗ｶｲｼｬﾝの弟
1311年4月10日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ｿｰ･ｳｰ｣(~1323年9月没)
1311年4月28日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|延慶4年4月9日|無住､聖財集を著す
1311年5月17日-09:00|日本|  ||応長1年4月28日|應長に改元
1311年5月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾏﾖﾙｶ王｢ｼﾞｬｳﾒ2世｣兼ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢ﾊｲﾒ2世｣
1311年5月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢ｻﾝﾁｮ2世｣(~13240904死去)
1311年6月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<公開>ｼｴﾅ大聖堂壁画｢ﾏｴｽﾀ｣(ﾙﾈｻﾝｽ初期を代表するﾌﾞｵﾆﾝｾｰﾆｬの絵画)
1311年6月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ7世｣⇒神聖ﾛｰﾏ皇帝(~131308
  24死去)
1311年8月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣殺される
1311年8月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾘｰﾉ･ﾂｫﾙｼﾞ｣(~1312年)
1311年9月8日-09:00|日本|  ||応長1年7月25日|<任命>六波羅探題南方･丹波国守護｢北条時敦(政村流)｣(~正和4
  (1315)年6月27日北方へ)
1311年10月 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｲﾌﾞﾝ･ｱｯﾘﾔｰﾆｰがﾁｭﾆｽを占領
1311年11月3日-09:00|日本|  ||応長1年9月22日|<死去>10代鎌倉幕府執権｢北條師時｣[1275年生~](享年36)
1311年11月23日-09:00|日本|  ||応長1年10月3日|<就任>11代鎌倉幕府執権｢北條宗宣｣(~正和1(1312)年5月29日
  )
1311年12月6日-09:00|日本|  ||応長1年10月26日|<死去>駿河･伊豆国守護｢北条貞時｣(次に高時が就任~正慶2(1
  333)年5月22日自刃)
1311年12月21日-09:00|日本|京都府宇治市|応長1年11月11日|宇治橋が焼失
1312年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ｿｳﾆｯ｣
1312年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾄｸﾀ｣
1312年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Taj-al-Din Ali-Shah Jilani｣(~1324.6)
1312年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｴﾝﾘｺ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ｣(~1313年)
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1312年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｱｺﾞ･ｻｸｼｽｿﾝ｣(~1313年)
1312年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ﾏﾝﾌﾚﾄﾞ｣(~13171109死去)､｢ﾍﾞﾚﾝｹﾞﾙ･ｴｽﾀﾆｮｰﾙ｣(~1317年)
1312年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾙﾄｩｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘｰ･ｱﾙﾌﾟ･ｲﾏｰﾄﾞ｣(~1364年)
1312年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Bedreddin1世Ibrahim｣(~1333年)
1312年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ﾙｶﾞﾝｽﾞ1世ﾌﾞｳｨﾝﾊﾞ｣(~1345年)
1312年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｱﾃﾈ公｢ﾛﾍﾘｵ･ﾃﾞｽﾛｰﾙ｣
1312年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<再任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ3世寛大公｣(~1342年)
1312年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾊﾞｰﾙのﾃｨﾎﾞｰ｣
1312年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾑﾗﾃﾞﾝ2世ｼｭﾋﾞｯﾁ｣(~1322年)
1312年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ=ｻﾞｳｾﾝﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ｣(~1318年死去)
1312年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ15世｣(~13330618)ﾊｲﾝﾘﾋ14世,ｵｯﾄｰ4世と共同統治
1312年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||仏王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世がﾃﾝﾌﾟﾙ騎士修道会を解散
1312年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾏﾘ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ｣(~13320720死去)
1312年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Henri de Beaumount｣(2期目~1313年)
1312年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ﾏﾝｻ･ﾑｰｻ1世｣(~1337年死去)
1312年1月9日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･興隆19年12月|大越の英宗ががﾁｬﾝﾊﾟに侵攻､王族を連行(~1312)
1312年2月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･皇慶1年|中国で水力紡績機の実験が開始
1312年2月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ5世｣(~1318年)
1312年2月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<廃位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ4世｣大越の英宗に捕らわれる
1312年2月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･皇慶1年1月1日|中国･元の仁宗ｱﾕﾙﾊﾞﾙﾜﾀﾞが皇慶(-1313年)に改元
1312年3月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞﾄﾑ公｢Kazimierz｣
1312年3月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢Siemowit｣(~1316年)
1312年3月26日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ4世｣
1312年3月26日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｴｰﾘｸ2世｣(~13250312死去)
1312年4月27日-09:00|日本|  ||正和1年3月20日|正和に改元
1312年5月1日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾎﾟｰﾙ1世ｼｭﾋﾞｯﾁ･ｵﾌﾞ･ﾌﾞﾘﾋﾞﾙ｣
1312年5月5日-09:00|日本|  ||正和1年3月28日|京極為兼の玉葉和歌集が撰進される
1312年5月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾃｨﾎﾞｰ2世｣
1312年5月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾌｪﾘｰ4世｣(~13280823退位)
1312年6月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍がｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞに侵入
1312年6月28日-09:00|日本|京都府京都市|正和1年5月23日|賀茂川･烏丸川洪水/六波羅門外に至り溺死者多い
1312年6月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ﾊｲﾝﾘﾋ7世｣ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王(~131
  30824死去)
1312年7月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾘｰﾉ･ﾂｫﾙｼﾞ｣
1312年7月6日-09:00|日本|  ||正和1年6月2日|<就任>12代鎌倉幕府執権｢北條煕時｣(~正和4年7月12日)
1312年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣､ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世にﾌﾗﾝｽ北部のﾘｰﾙ､ﾄﾞｩｴを割譲
1312年7月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｿﾗﾝﾂｫ｣(~1328年)
1312年7月16日-09:00|日本|  ||正和1年6月12日|<死去>北条宗宣(54歳)鎌倉幕府第11代執権
1312年8月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ卿｣(~13140618)
1312年8月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｴｽﾃ辺境伯｢ﾍﾞﾙﾄﾙﾄﾞ1世｣(⇒1317年ｴｽﾃ辺境伯･ﾌｪﾗｰﾗ侯~1343年死去)､｢ｱｯ
  ﾂｫ9世｣(⇒1317年ｴｽﾃ辺境伯･ﾌｪﾗｰﾗ侯~13180624死去)
1312年8月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｱﾙﾃｭｰﾙ2世｣50歳
1312年8月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｼﾞｬﾝ3世幸運公｣ｱﾙﾃｭｰﾙ2世とﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾘﾓｰｼﾞｭの長男(~1341043
  0死去55歳)
1312年9月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ4世召集王｣
1312年9月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ11世正義王｣(~13500326死去)
1312年9月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｵｯﾄｰ3世｣
1312年9月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ15世｣ｵｯﾄｰ3世の息子(~13330618死去)
1312年9月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾞｰﾗがﾍﾞﾈﾂｨｱ支配下に入る
1312年10月13日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ﾏｲﾝﾂ大司教ｱｽﾍﾟﾙﾄのﾋﾟｰﾀｰ｣(1回目~13150514)､｢ﾍﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯ﾍﾞ
  ﾙﾄﾙﾄ｣(~13150513)
1312年10月27日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｼﾞｬﾝ2世｣
1312年10月27日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｼﾞｬﾝ3世｣(~13551205死去)
1312年10月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾌﾟﾚﾝ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ2世盲目伯｣
1312年10月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾌﾟﾚﾝ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ4世｣ｹﾞﾙﾊﾙﾄ2世の息子(~1323年死去)､｢ﾖﾊﾝ3世
  寛大伯｣ｹﾞﾙﾊﾙﾄ4世の異母弟(~1316年)共同統治
1312年11月2日-09:00|日本|滋賀県大津市|正和1年10月3日|横川中堂焼失
1312年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｱﾝｼﾞｭｰ｣先代の長男(~13270125ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜ
  ｰﾄﾞ3世)
1312年11月23日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Martim Gil de Riba de Vizela｣
1312年12月5日-09:00|日本|愛知県西尾市|正和1年11月7日|三河国愛宕堂の阿弥陀如来坐像が造立される
1312年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾖｰﾊﾝ｣
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1313年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ朝君主｢ｼｬﾝｶﾗﾃﾞｰｳﾞｧ(ｼﾝｶﾞﾅ3世)｣ﾏﾘｸがﾃﾞｰｳﾞｧｷﾞﾘに再侵略しを殺害
1313年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ朝君主｢ﾊﾗﾊﾟｰﾗﾃﾞｰｳﾞｧ｣ﾗｰﾏﾁｬﾝﾄﾞﾗの娘婿(~1317年)
1313年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｳｽﾞﾍﾞｸ･ﾊﾝ｣ﾓﾝｹ･ﾃﾑﾙの子ﾄ
  ｺﾞﾘﾙﾁｬの子(~1341年死去)
1313年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ6世｣
1313年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1359年死去)
1313年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｱｶｲｱ公｢ﾏｵｰ･ﾄﾞ･ｴﾉｰ｣(~1318年)､｢ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ｣(~1316年)
1313年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘﾉ･ﾊﾞﾄﾞｴﾙ｣(~1315年)
1313年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ﾍﾞﾙﾅｳｱｰ｣(~1314年)
1313年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾙﾊﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Saruhan･ﾍﾞｲ｣(~1346年)
1313年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣ｶﾄﾘｰﾇ2世の夫(~13311226死去)
1313年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｽﾙﾀﾝ･ﾅｰｽｨﾙがｼﾘｱ･ｴｼﾞﾌﾟﾄの検地を実施
1313年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Ponc5世｣
1313年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Ponc6世｣(~1322年)
1313年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Louis6世｣ﾙｰｽﾞ伯Louis4世(~13360119死去)
1313年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾏﾙｸ｣(~13441103死去)
1313年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｻﾞﾗ/ｻﾞﾀﾞﾙ支配(~1345年)
1313年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾃﾞｨｱﾑｲﾄﾞ･ｸﾚｲﾚﾌ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1313年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Gilbert Makaskill｣(2期目)
1313年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾄﾞｰﾅﾙ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾄﾞｰﾅﾙ･ﾏｯｸ･ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾙｱﾄﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝと
  ﾏｲﾚｱﾄﾞ･ﾆｯｸ･ﾏｽｶﾞﾑﾅの息子(~1317年没)
1313年1月27日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･皇慶2年|この年､元で王禎｢農書｣完成
1313年1月28日-09:00|日本|  ||正和2年|<任命>和泉国守護｢北条熙時(~正和4(1315)年7月18日死去､次に茂時が
  就任~1333年)
1313年1月28日-09:00|日本|岐阜県多治見市|正和2年|夢窓国師が虎渓山永保寺創建
1313年2月7日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾟﾝﾔ王｢ﾃｨﾊﾄｩ｣(~1325年2月)
1313年3月1日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|正和2年2月4日|法琳寺太元堂焼失
1313年4月5日-09:00|日本|香川県三豊市|正和2年3月9日|三野郡本山寺二天像,開眼供養
1313年4月18日-09:00|日本|長野県長野市|正和2年3月22日|善光寺が炎上
1313年4月20日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｿﾞﾌｼｪ(ﾌﾟｳｫﾂｸ)公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世｣
1313年4月20日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｳﾞｧﾂﾜﾌ1世｣ﾏｿﾞﾌｼｪ公ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世の息子(~13360523死去)
1313年4月20日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｳﾞｧ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ2世｣ﾏｿﾞﾌｼｪ公ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世の息子(~13450218死去)
1313年4月20日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至大6年3月24日|<即位>高麗王｢忠粛王｣(~13300218退位)
1313年4月20日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至大6年3月24日|<退位>高麗王｢忠宣王｣
1313年5月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾎﾞﾙｺ1世｣
1313年5月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ･ﾋﾟｪﾙｳﾞｫﾛﾄﾞﾇｨ｣(~1316年)､｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ｣(~1323年)､｢ﾎﾞﾙ
  ｺ2世｣(~13560621死去)共同統治
1313年6月12日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾝ島をｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王が統治(~12.20)
1313年7月30日-09:00|日本|  ||正和2年7月7日|<死去>鷹司基忠(67歳)関白､太政大臣
1313年8月4日-09:00|日本|京都府京都市|正和2年7月12日|<就任>関白｢近衛家平｣(~正和4年9月21日)
1313年8月23日-09:00|日本|石川県羽咋市|正和2年8月|加賀大乗寺2世瑩山が曹洞宗永光寺を鹿島郡酒井保に創
  建
1313年8月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ7世｣ﾅﾎﾟﾘ
  への遠征の途中(誕生1275年)
1313年8月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国宰相｢ﾏｲﾝﾂ大司教ﾍﾟｰﾀｰ･ﾌｫﾝ･ｱｽﾍﾟﾙﾄ｣(2
  回目~13141020)
1313年8月24日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖｰﾊﾝ｣ﾊｲﾝﾘﾋ7世の息子.ﾎﾞﾍﾐｱ王(~13460826死去)
1313年10月10日-09:00|日本|沖縄県|正和2年9月20日|<死去>琉球国王｢英慈｣
1313年10月10日-09:00|日本|沖縄県|正和2年9月20日|<即位>琉球国王｢玉城｣(~13360422(至元2年3月11日)死去)
1313年11月3日-09:00|日本|京都府京都市|正和2年10月14日|<院政>後伏見上皇
1313年12月6日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･皇慶2年11月18日|元で初めて公式に科挙を実施
1313年12月20日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Thomas Randolph｣(1期目~1317.7)
1314年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｹｰﾗﾗのﾗｳﾞｨｳﾞｧﾙﾏﾝ王がﾊﾞｰﾝﾃﾞｨﾔ朝に侵入
1314年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>第3代ﾍﾞﾛｵｰｾﾞﾛ公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣
1314年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｱﾌｧﾅｼｰ･ﾀﾞﾆｰﾛｳﾞｨﾁ｣(~1315年)
1314年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>第4代ﾍﾞﾛｵｰｾﾞﾛ公｢ﾛﾏﾝ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1339年)
1314年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<復位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ5世｣(~1346年死去)
1314年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾞｰﾘｽﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1359年長男のｼｬｰ･ｼｭｼﾞｬｰが反対派を
  結集して蜂起し､ﾑﾊﾝﾏﾄﾞは捕らえられて盲目にされて廃位､ｲｽﾌｧﾊｰﾝに幽閉~13631201死去)
1314年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｳｪﾃﾞﾑ･ｱﾗﾄﾞ｣
1314年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｱﾑﾀﾞ･ｾﾖﾝ1世｣(~1344年死去)
1314年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<再位>ｸﾔｳﾞｨ=ｲﾉｳﾞﾛﾂﾜﾌ公ﾚｼｪｸ2世[2度目](~1324年)
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1314年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol10世｣
1314年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣(~1328年)
1314年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｷｬﾘｯｸ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣先代の弟(1315年よりｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王~13181014死去)
1314年1月17日-09:00|日本|  ||正和3年|<任命>尾張国守護｢北条(名越)宗教｣(~1333年)
1314年1月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至大7年|朝鮮が貢賦額の改定のため検地を行う
1314年1月17日-09:00|日本|岐阜県多治見市|正和3年|夢窓国師のために土地の豪族である土岐氏により永保寺
  観音堂できる
1314年2月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･延祐1年1月22日|元の仁宗が延祐(-1320年)と改元
1314年2月8日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ｾﾞｰﾀ大公｢ｴﾚﾅ(ﾍﾚﾈｱﾝｼﾞｪﾘｰﾅ)｣
1314年2月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ1世｣(~13250707死去)
1314年2月8日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾞｰﾀ大公｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ｣(~13220106)
1314年2月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ｱﾐｰﾙ｢ﾅｽﾙ｣
1314年2月28日-09:00|日本|京都府京都市|正和3年2月14日|洛外の尊勝寺･最勝寺焼ける
1314年3月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾙ=ｶﾞｲﾄ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｲﾏｰﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~6月)､｢ﾌﾏｲﾀﾞ
  ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｲｽﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1315年12月)
1314年3月1日-09:00|日本|愛媛県南宇和郡愛南町|正和3年2月15日|宇和郡御庄小林寺の知元､同寺に地蔵菩薩像
  を安置
1314年3月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾀﾝﾌﾟﾙ騎士団｣の最高幹部の総長ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ﾓﾚｰとﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ管区長ｼﾞｮﾌﾛﾜ･ﾄﾞ･ｼｬ
  ﾙﾈｰの2人が､｢異端｣としてﾊﾟﾘの｢ｼﾃ島｣(1,4区)で火刑に処せられる/｢ﾀﾝﾌﾟﾙ騎士団｣が消滅
1314年4月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･大慶1年3月18日|<譲位>陳朝(大越)皇帝｢英宗｣
1314年4月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･大慶1年3月18日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢明宗｣(~13290315(開泰6年)譲位)
  大慶と改元(-1323)
1314年4月19日-09:00|日本|京都府京都市|正和3年閏3月4日|石清水八幡宮の神輿上洛し､強訴
1314年4月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第195代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ5世｣(誕生1264年)ﾌﾗﾝｽのｱﾋﾞﾆｮﾝに教皇庁を移し
  た教皇
1314年5月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Pedro Afonso｣ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ﾃﾞﾆｽ1世の実子(~1350.5死去)
1314年6月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ卿ﾃｵﾊﾞﾙﾄﾞ･ﾄﾞ･ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ｣(~13150227)
1314年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰｽが､ﾊﾞﾉｯｸﾊﾞｰﾝの戦いでｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世を破る
1314年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸｰﾙﾄﾚｰの戦いﾌﾗﾝﾄﾞﾙ地方の支配を狙う仏王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世の軍と市民･農民らから
  なる/市民軍が激突→市民軍が勝利
1314年9月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世と｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣が､ﾌﾗﾝｽ北部のﾍﾞﾙｷﾞｰ国境ﾏﾙｹｯﾄ･ﾚ･ﾘｰﾙ--で｢ﾏﾙｹｯ
  ﾄ会談｣を行う/｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣に､ﾌﾗﾝｽ北東部のﾚﾃﾙ(ｱﾙﾃﾞﾝﾇ県)･ﾌﾗﾝｽ中央部のﾇｳﾞｪｰﾙの領有を認める/ﾌﾗﾝｽ王は､ﾌﾗﾝ
  ｽ北部のﾘ-ﾙ･ﾄﾞｩｴｲ･ﾍﾞﾃｭｰﾇの3都市を領有することが決まる
1314年9月8日-09:00|日本|奈良県|正和3年7月28日|鎌倉幕府､大和国に地頭を設置
1314年10月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ対立王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣(~13220923､ﾐｭｰﾙﾄﾞﾙﾌ近辺の戦いで大敗し捕
  虜となる)
1314年10月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世｣ﾙﾄﾞﾙﾌ1世の孫(⇒13280117､神聖ﾛｰﾏ
  帝国皇帝)
1314年11月10日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢ｱﾗｺﾞﾝ王ｱﾙﾌｫﾝｿ4世｣(~13271020~1366年死去)
1314年11月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世端麗王｣46歳/｢ﾌｫﾝﾃｰﾇﾌﾞﾛｰ宮殿｣で(1268年~
  )
1314年11月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾙｲ10世喧嘩王｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世の子(~13160605死去)
1314年11月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退任>ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾙｲ｣(ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ10世)ﾌﾗﾝｽ王位に統合
1314年12月20日-09:00|日本|  ||正和3年11月13日|朝廷が文殿雑訴法を定める
1315年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｻｼﾌﾞｶ｣
1315年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Ilbasan｣(~1320年死去)
1315年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾔｽﾞﾄﾞ･ｱﾀﾍﾞｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾊｰｼﾞｰｼｬｰ･ｲﾌﾞﾝ･ﾕｰｽﾌｼｬｰ｣(~1319年)
1315年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｳﾞｧｲﾆｳｽ｣(~1342年死去)
1315年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌｧﾝﾃｨｰﾉ･ﾀﾞﾝﾄﾞｰﾛ｣(~1317年)
1315年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾌｧはｼﾞｪﾉｳﾞｧが支配
1315年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ｣
1315年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾄﾞﾓｺｽ･ﾌｨｱ･ｲｼｭﾄﾊﾞｰﾝ･ﾎﾟﾙﾁ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾗﾄｯﾄ｣(~1320年)
1315年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ2世｣ﾛﾍﾞｰﾙの妹(~13300121死去)､｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世(ﾌﾗﾝｽ王)｣ｼﾞｬﾝﾇ2
  世の夫(~13220103死去)
1315年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣(~13181014死去)
1315年2月5日-09:00|日本|  ||正和4年|<任命>常陸国守護｢宍戸時家｣(~不詳)
1315年2月5日-09:00|日本|広島県尾道市|正和4年|この年,孔雀鎗金経箱(瀬戸田光明坊蔵)など成る
1315年2月5日-09:00|日本|広島県呉市|正和4年|この頃,木造観音菩薩立像(安浦観世音菩薩保存会蔵)成る
1315年2月5日-09:00|日本|和歌山県日高郡由良町|正和4年|この年､覚恵法灯国師像(紀伊国興国寺)を描く
1315年2月28日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ卿｣(⇒13150901からｷｬﾘｯｸ伯爵~1
  3170407)
1315年4月12日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正和4年3月8日|<鎌倉正和4年の大火>子の刻(午前0時頃)､幕府の首
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  都鎌倉の港として栄えている和賀江港(材木座海岸)沿いの市街地から出火した炎が北上し､幕府の政務機関で
  ある政所(幕府の財政を扱う)､問注所(幕府の訴訟事務を扱う)をはじめ､将軍の御所､左馬権頭(典厩:北条高時
  )､相模守(凞時)､陸奥守(維貞)､相模左近大夫(貞視)､武蔵左近大夫(守時)など北条氏の歴々の邸宅､その他大
  名や小名が鎌倉出仕の際の宿舎を灰とした/幕府の宗社である鶴岡八幡宮の本宮(上宮)と若宮(下宮)などの社
  殿から､やや離れた山麓の鎌倉五山の一位である建長寺の堂塔､僧坊に至るまで焼けた/鎌倉の中心部のすべて
  3～4万戸ほどを廃墟にした
1315年5月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾕｰｸﾞ5世｣
1315年5月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ｳｰﾄﾞ4世｣(~13500403死去)
1315年5月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ6世｣
1315年5月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ7世｣(~13541009死去)
1315年5月14日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ﾌﾟﾗﾊ司教､ﾄﾞﾗｼﾞﾂｪのﾖﾊﾈ｣(~8月)
1315年5月15日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｻﾞｶﾞｲﾝ王｢ｿｳﾕﾝ｣建国(~13270205)
1315年6月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｪｼﾝ公｢ﾐｪｼｭｺ1世｣
1315年6月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世｣(~13240515死去)
1315年6月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｪｼﾝ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世｣(~13580929死去)
1315年7月28日-09:00|日本|  ||正和4年6月27日|<任命>六波羅探題北方･山城･摂津･播磨国守護｢北条時敦(政村
  流)｣(~元応2(1320)年5月24日)
1315年8月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾒｯｼﾞｪｼ｣(~1318年6月)
1315年8月9日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正和4年7月9日|建長寺焼失
1315年8月11日-09:00|日本|  ||正和4年7月11日|<就任>13代鎌倉幕府執権｢北條基時｣(~正和4年11月20日)
1315年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｶﾞｲ･ﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ｣
1315年8月18日-09:00|日本|  ||正和4年7月18日|<死去>鎌倉幕府12代執権･和泉国守護｢北条熙時｣[1279年生~](
  享年36)
1315年8月18日-09:00|日本|  ||正和4年7月18日|<就任>和泉国守護｢北条茂時｣(~1333年)
1315年9月30日-09:00|日本|  ||正和4年9月2日|<任命>六波羅探題南方･丹波国守護｢北条維貞(大仏流)｣(~元亨4
  (1324)年8月17日→評定衆→連署)
1315年10月20日-09:00|日本|  ||正和4年9月22日|<就任>関白｢鷹司冬平｣(~正和5年8月23日)
1315年10月29日-09:00|日本|  ||正和4年10月|<辞任>鎮西探題｢北条[金沢]政顕｣子の種時が代行(~正和5(1316)
  年12月辞任)
1315年11月2日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|正和4年10月5日|仏木寺木造弘法大師坐像が造られる
1315年11月15日-01:00|ｽｲｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｽｲｽ独立同盟が､ﾓﾙｶﾞﾙﾃﾝの戦いでﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家のｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄの息子ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ
  の軍を破る
1315年12月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾙﾏｲﾀ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1318年3月)
1315年12月9日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽで､1291年の｢永久同盟｣が更新され｢ﾓﾙｶﾞﾙﾃﾝ同盟｣が締結される
1315年12月13日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵ｶﾞｽﾄﾝ1世｣
1315年12月13日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵ｶﾞｽﾄﾝ2世｣(~13430926死去)
1316年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ﾕｰﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~13200530死去)
1316年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Ghias-al-din Mohammad Ali-Shahi｣(~?)
1316年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｳﾞｨﾃﾆｽ｣
1316年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｹﾞﾃﾞｨﾐﾅｽ｣ｳﾞｨﾃﾆｽの弟(~1341年死去､領土は彼の7人の息子に分割)
1316年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<解任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯｢ﾖﾊﾝ2世隻眼伯｣ﾖﾊﾝ3世とｹﾞﾙﾊﾙﾄ4世により廃された
1316年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｲﾜﾝ･ﾊﾞﾎﾞﾆｯﾁ｣(~1322年)
1316年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢Jerzy｣(~1327年死去)､｢Wladyslaw｣(~13520908死去)
1316年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯｢ﾖﾊﾝ3世寛大伯｣(~13590927死去)ﾖﾊﾝ2世隻眼伯の領地を戦により
  奪う
1316年1月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾙｼﾞｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣50歳
1316年1月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾙｼﾞｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼﾊｰﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ｳﾏﾙ｣ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾙｼﾞｰの子(~1316.4廃位)
1316年4月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾙｼﾞｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｸﾄｩﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾞｰﾗｸ･ｼｬｰ｣ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾙｼﾞｰの子(~1320
  0501~1320.7殺害される)
1316年4月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾊﾙｼﾞｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼﾊｰﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ｳﾏﾙ｣
1316年5月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞからｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに侵入(~13
  181014没)
1316年6月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾙｲ10世喧嘩王｣兼ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾙｲｽ1世｣26歳(誕生1289
  年)
1316年6月21日-09:00|日本|新潟県新潟市|正和5年6月|摩訶一日印越後金津に妙蓮寺を創す
1316年6月21日-09:00|日本|  ||正和5年6月1日|経隆百鬼夜行絵巻を描く
1316年7月29日-09:00|日本|  ||正和5年7月10日|<就任>14代鎌倉幕府執権｢北條高時｣(~嘉暦元(1326)年3月13日
  )
1316年8月7日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第196代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ22世｣(~13341204死去)
1316年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Albert1世｣
1316年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Albert2世｣(~13620717死去)､｢Waldemar1世｣(~136801
  17死去)共同統治
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1316年8月17日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ﾏｲﾝﾂ大司教ｱｽﾍﾟﾙﾄのﾋﾟｰﾀｰ｣(2回目~13170408)
1316年9月10日-09:00|日本|  ||正和5年8月23日|<就任>関白｢二条道平｣(~文保2(1318)年12月29日)
1316年11月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ｼﾞｬﾝ1世遺腹王｣兼ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌｱﾝ1世｣ﾙｲ10世の死
  後に生まれた子(~11.19死去)
1316年11月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ｼﾞｬﾝ1世遺腹王｣兼ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌｱﾝ1世｣生後5日で｢ﾙ
  ｰｳﾞﾙ宮｣(1区)で/｢ｶﾍﾟｰ家｣の直系男子が断絶
1316年11月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世長躯王｣兼ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌｪﾘﾍﾟ2世｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ4
  世の子でﾙｲ10世の弟(~13220103死去)
1316年12月16日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ｵﾙｼﾞｪｲﾄｩ｣
1316年12月16日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ｣ｵﾙｼﾞｪｲﾄｩの子(~13351130死去)
1317年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Patsaranga Malamo｣(~1322年)
1317年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Keykavus1世｣
1317年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Keykubad1世｣(~1348年死去)
1317年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Nasir al-Din Shahriyar｣(~1324年)
1317年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾆｺﾛ･ﾘｵｰﾆ｣(~1319年)
1317年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Robert7世｣(~1325年)
1317年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｷﾞｭﾒｯﾄ･ﾄﾞ･ﾇｰｼｬﾃﾙ｣
1317年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ﾍﾞﾙﾄﾙﾄﾞ1世｣ｴｽﾃ辺境伯(~1343年死去)､｢ｱｯﾂｫ9世｣ｴｽﾃ辺境伯(~13180624
  死去)､｢ﾘﾅﾙﾄﾞ｣(~13351231死去)､｢ﾆｯｺﾛ1世｣(⇒1336年ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ侯~13440501死去)､｢ｵﾋﾞｯﾂｫ3世｣(⇒1336年ﾌｪﾗ
  ｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ侯~13520320死去)
1317年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~13270129死去)
1317年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世ｱﾙ･ﾑｽﾀﾝｼﾙ｣(~1318年)
1317年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾄﾞｰﾅﾙ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1317年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾏﾘｰｽﾞ4世｣(~1329年死去)
1317年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾐｭｱﾁｬﾙﾀｯﾊ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾄｲﾙﾄﾞﾍﾙﾊﾞｯﾊ･ﾓｰﾙ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝの息子(~1343年没)
1317年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾃﾞｨﾆｽ王は地中海のｲｽﾗﾑ教徒による海賊行為を鎮圧するために､海軍を創設
1317年1月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<廃位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公･ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣
1317年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでﾌﾗﾝﾄﾞﾙのｶﾞﾚｰ船の初航海
1317年1月13日-09:00|日本|  ||正和5年12月|<辞任>鎮西探題代理｢北条[金沢]種時｣
1317年1月27日-09:00|日本|  ||正和5年12月15日|<死去>藤原為理(不明)中務大輔･右馬頭､歌人
1317年2月12日-09:00|日本|  ||正和6年|<任命>常陸国守護｢佐介時綱(北条時綱)｣(~不詳､以後小田氏･宍戸氏が
  歴任~1333年)
1317年2月12日-09:00|日本|  ||正和6年|<任命>豊前国守護｢糸田顕義｣(~不詳)
1317年2月14日-09:00|日本|京都府京都市|正和6年1月3日|<京大地震>京都に強い揺れがあり東寺の塔の九輪(五
  重の塔など屋根上の金属製の飾り柱)が折れて傾き寺内の灌腸院などが破損
1317年2月16日-09:00|日本|京都府京都市|正和6年1月5日|ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6.5～7の大地震が襲い､白河あたりの人家
  がことごとく潰れて5人死亡/また法勝寺､法成寺の堂于門楼が傾いて倒れ､清水寺では塔と鐘楼が焼け落ちた
1317年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ｳｰﾄﾞ4世や｢ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｣ﾙｲらを首領とする｢貴族反乱｣が起こる
1317年3月14日-09:00|日本|  ||文保1年2月|<就任>鎮西探題｢北条随時｣(~元亨元(1321)年6月23日死去)
1317年3月16日-09:00|日本|  ||文保1年2月3日|文保に改元
1317年3月17日-09:00|日本|広島県尾道市|文保1年2月4日|益円筆の絹本両界曼荼羅2幅(尾道浄土寺蔵)成る
1317年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾃﾝﾀﾞﾙ辺境伯｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ｣｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣⇒ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝ
  ﾌﾞﾙｸ辺境伯(~13190814死去)(~13180214死去)
1317年4月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｷﾞｰ4世｣
1317年4月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ｣(~1344年死去)
1317年4月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｳｨｸﾞﾓｱ男爵ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣(~13180506)
1317年4月8日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ﾎﾞﾍﾐｱのｴﾘｻﾞﾍﾞｽ｣(~11.18)
1317年5月10日-09:00|日本|  ||文保1年3月29日|<死去>善統親王(85歳)順徳天皇の皇子
1317年5月12日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾃｭﾆｽとの通商協定
1317年6月15日-09:00|日本|京都府京都市|文保1年5月6日|山伏､禁中に乱入
1317年7月 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾝ島をｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王が統治(~1328年)
1317年9月18日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ｼﾞｪﾗｰﾙ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾝ｣(~1319年)､対立ﾏｽﾀｰ｢ﾓｰﾘｽ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾆｬｯ
  ｸ｣(~1319年)
1317年10月8日-09:00|日本|  ||文保1年9月3日|<死去>伏見法皇/53歳(誕生:文永2(1265)0423)92代天皇
1317年11月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ﾏﾝﾌﾚﾄﾞ｣
1317年11月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ｷﾞｼﾞｪﾙﾓ2世｣(~13380822死去)､｢ｱﾙﾌｫﾝｿ･ﾌﾚﾃﾞﾘｰｺ｣(~1338
  年)
1317年12月10日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ･ﾏｸﾞﾇｯｿﾝ｣
1318年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ朝国王｢ﾊﾗﾊﾞｰﾗﾃﾞｰｳﾞｧ｣ﾊﾙｼﾞｰ朝に破れ滅亡
1318年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<復位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｹﾍﾞｸ｣(~1326年死去により､東西に分裂)
1318年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Nasir al-Din Muhammad｣
1318年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Nusrat al-Din Muhammad｣(~1330年死去)
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1318年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾄﾏｽ1世ｺﾑﾆﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣甥のｹﾌｧﾛﾆｱ伯ﾆｺｰﾗ･ｵﾙｼｰﾆ(ｲﾀﾘｱ系)に暗殺さ
  れる
1318年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾃｯｻﾘｱ尊厳公｢ﾖﾊﾈｽ2世ﾄﾞｩｰｶｽ｣
1318年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｱｶｲｱ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ1世(ﾅﾎﾟﾘ王)｣(~1322年)
1318年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾆｺﾗｵｽ･ｵﾙｼｰﾆ｣ｹﾌｧﾛﾆｱ島とｻﾞﾝﾃのﾊﾟﾗﾃｨｰﾉ伯爵(~1323年死去)
1318年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾘｱ尊厳公｢ｽﾃﾌｧﾉｽ･ｶﾞｳﾞﾘｲﾛﾌﾟﾛｽ｣(~1333年死去､東ﾛｰﾏ帝国による併合)
1318年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｴﾋﾟﾛｽをｼﾁﾘｱ王国が統治(~1324年)
1318年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Louis｣(~1328年死去)
1318年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｾｰﾃﾞﾙﾏﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｴﾘｸ･ﾏｸﾞﾇｿﾝ｣
1318年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ=ｻﾞｳｾﾝﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ｣
1318年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ伯｢ﾗｲﾅﾙﾄ2世(ﾚｲﾅｳﾄ2世)｣(⇒1339年ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公~13431012死去)
1318年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ=ｻﾞｳｾﾝﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ｵｯﾄｰ｣(~1384年死去)､｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣(~1352年死去)
1318年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ2世ｱﾙ･ﾑﾀﾜｯｷﾙ｣(~1346年)
1318年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢John de Athy｣
1318年2月2日-08:00|中国|  ||元･延祐5年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ﾃﾑﾙ･ﾌﾞｶ(帖木児不花)｣ﾈｸﾞﾘﾙの子(~132
  7年)
1318年2月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･大慶5年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢制阿難｣(~1342年死去)
1318年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣
1318年3月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾌﾏｲﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｲｽﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~6月)
1318年3月-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国摂政｢Ingeborg｣(~13190708~1326.5死去)
1318年3月-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<退位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾋﾞﾙｲｪﾙ｣(~13210531死去)
1318年3月21日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|文保2年2月18日|醍醐寺三宝院焼亡
1318年3月29日-09:00|日本|  ||文保2年2月26日|<譲位>95代｢花園天皇｣/<践祚>尊治親王(院政:後宇多上皇)
1318年4月30日-09:00|日本|  ||文保2年3月29日|<即位>96代｢後醍醐天皇｣(尊治親王)
1318年5月6日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｶｼｪﾙ大司教ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂｼﾞｮﾝ｣(~11.3)
1318年5月26日-09:00|日本|  ||文保2年4月25日|<死去>西園寺嬉子(今出川院)(67歳)亀山天皇の中宮
1318年5月26日-09:00|日本|滋賀県大津市|文保2年4月25日|延暦寺衆徒が園城寺を焼く
1318年6月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾙﾏｲﾀ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~13190206)
1318年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾄﾞｯｻ･ﾃﾞﾌﾞﾚﾁｪﾆ｣(~1321年11月)
1318年6月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ侯･ｴｽﾃ辺境伯｢ｱｯﾂｫ9世｣
1318年7月17日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙ･ﾊﾝ国宰相｢ﾗｼｰﾄﾞ･ｱｯﾃﾞｨｰﾝ｣処刑される
1318年7月22日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾝﾑｰ1世｣暗殺される
1318年7月22日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾀｼｭﾌｨｰﾝ1世｣(~1337年､ﾏﾘｰﾝ朝支配~1348年)
1318年7月29日-09:00|日本|  ||文保2年7月2日|<死去>八坂検校(城玄)(不明)平曲家
1318年9月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ及びｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣
1318年9月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ及びｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｵｯﾄｰ1世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の
  息子(~13440830死去)
1318年10月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣ﾀﾞﾝﾄﾞｰｸ付近でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍と戦
  って敗死
1318年11月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾋﾞｯｸﾅｰのｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣(~13190612)
1318年11月22日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾄｳﾞｪﾘ公ﾐﾊｲﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1318年11月22日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾓｽｸﾜ公ﾕｰﾘｰ･ﾀﾞﾆﾛｳﾞｨｯﾁ｣(~1322年)
1318年12月8日-09:00|日本|愛媛県越智郡|文保2年11月15日|藤原久道､大願主として､越智郡大条浦の七郎大明
  神の社殿を造立
1319年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国:反乱軍が首都を占拠
1319年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｵｰﾑｽ王｢Kut al-Din Tahamtan｣(~1346年)
1319年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ﾌｧｳﾙｹ･ﾄﾞ･ﾋﾞｼﾞｬﾚ｣(2回目~13190613)
1319年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｭｽﾃｨﾆｱｰﾉ･ｼﾞｭｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~1321年)
1319年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾃｹ侯国ﾍﾞｲ｢Yunus･ﾍﾞｲ｣(~1324年)
1319年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Renaud3世 de Trie｣(~1327年)
1319年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢John1世｣(~1364年)
1319年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~13270129死去)､｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世｣(~1329年)
1319年-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱが上ﾙｻﾃｨｱを獲得(残りは1329年)
1319年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Drouet de Barentin｣
1319年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Pierre de Balmes｣
1319年1月21日-09:00|日本|  ||文保2年12月29日|<就任>関白｢一条内経｣(~元享3(1323)年3月29日)
1319年1月22日-09:00|日本|三重県伊勢市|文保3年|この年､結城宗広､伊勢光明寺を再建
1319年2月27日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文保3年2月7日|東福寺焼亡
1319年3月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｳﾀｲﾌｧ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｻｲﾌ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1331年1月)
1319年4月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯(ｳﾞｧﾛﾜ家)ｼﾞｬﾝ2世[ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世とｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭの息子](~13
  640408死去44歳)
1319年5月3日-09:00|日本|滋賀県大津市|文保3年4月13日|延暦寺衆徒が園城寺の戒壇落慶により蜂起
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1319年5月8日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾎｰｺﾝ5世ﾏｸﾞﾇｯｿﾝ足長王｣
1319年5月8日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾆﾀﾞﾛｽ大司教ｴｲﾘｳﾞ･ｱｰﾈｿﾝ｣国務院議長(~8.24)
1319年5月9日-09:00|日本|高知県|文保3年4月19日|幕府､園城寺僧正長乗を土佐に配流
1319年5月15日-09:00|日本|滋賀県大津市|文保3年4月25日|延暦寺衆徒が園城寺を焼く
1319年5月18日-09:00|日本|  ||元応1年4月28日|元應に改元
1319年5月21日-09:00|日本|京都府京都市右京区|元応1年5月|法金剛院十一面観音像できる
1319年5月25日-09:00|日本|  ||元応1年5月5日|幕府､三河･尾張など六か国の管轄を六波羅探題から政所･問注
  所へ変更
1319年6月12日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｳｨｸﾞﾓｱ男爵ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣(~13210630)
1319年6月18日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ｴﾘｵｵﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙﾇｰｳﾞ｣(~1346年5月)
1319年7月8日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾏｸﾞﾇｽ4世｣(~13640215~13741201死去58歳)
1319年7月19日-09:00|日本|  ||元応1年7月2日|<死去>公卿･歌人,六条有房/69
1319年8月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ｣下ﾗｳｼﾞｯﾂは皇
  帝ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世により没収
1319年8月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣ﾊｲﾝﾘﾋ1世の息子(~1320.7死去､
  神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世がﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸを獲得)
1319年8月24日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾏｸﾞﾇｽ7世ｴｲﾘｸｿﾝ･ｺﾙﾃｨ短身王｣(~13550815)
1319年11月13日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｴｰﾘｸ6世｣(誕生1274年)
1319年12月13日-09:00|日本|広島県三原市|元応1年11月|念心作宝篋印塔(三原米山寺蔵)成る
1319年12月27日-09:00|日本|  ||元応1年11月15日|<死去>五辻忠子(52歳)後宇多天皇の女院､後醍醐天皇の母
1320年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Jayari Malla｣(~1344年)､｢Jayarudra Malla｣(~1326年)
1320年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Ilbasan｣
1320年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Mubarak Khwaja｣(~1344年死去)
1320年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｽ｣(~1377年死去)
1320年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<編入>ﾘﾄｱﾆｱのｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ部分
1320年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｱﾗｴﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1331年)
1320年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬ支配者｢ﾊﾞﾘｶ｣(~1347年)
1320年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ伯｢Guglielmo Raimondo Moncada｣
1320年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Guglielmo d'Aragona, duca di Athena｣(~1330年)
1320年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢王室｣の財務運営のため､｢会計簿｣を検査する機関として｢会計検査院｣が正式に設立
  される
1320年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｻﾞｲﾔｰﾝ朝がﾍﾞｼﾞｬﾔを数次にわたって攻囲
1320年1月15日-09:00|日本|広島県尾道市|元応1年12月5日|備後守護･長井貞重が､配下の守護代官に命じ､同国
  内の自分の管轄地である尾道浦を襲撃させ放火で1000余戸焼く
1320年1月20日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世ｳｫｷｪﾃｸ｣ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王国を再統合⇒ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王(
  ~13330302死去)
1320年1月25日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ2世ｴﾘｸｾﾝ｣ｴｰﾘｸ5世とｱｸﾞﾈｽ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸの次男
  (1回目~13260607廃位)
1320年2月10日-09:00|日本|  ||元応2年|この年出羽国の蝦夷反乱
1320年2月10日-09:00|日本|奈良県宇陀市|元応2年|大和国宇陀水分神社本殿できる
1320年3月1日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･延祐7年1月21日|<死去>元第4代皇帝｢仁宗ｱﾕﾙﾊﾞﾙﾜﾀﾞ｣/年36
1320年4月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||[ｱｰﾌﾞﾛｰｽ宣言]ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞで採択.ﾛﾊﾞｰﾄ1世の教皇破門が解かれｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞから独
  立へ
1320年4月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･延祐7年3月11日|<即位>元第5代皇帝｢英宗ｼﾃﾞﾊﾞﾗ｣(~至治3年8月4日13
  23年9月4日)ｱﾕﾙﾊﾞﾙﾜﾀﾞの長男
1320年5月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾊﾙｼﾞｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｸﾄｩﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾞｰﾗｸ･ｼｬｰ｣(~1320.7殺害される)
1320年5月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ条約が結ばれ､ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世がﾌﾗﾝﾄﾞﾙとの戦争を有利に終結させる
1320年5月30日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾛｽﾄﾌ公｢ﾕｰﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣
1320年5月30日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ･ｳｽﾚﾁﾝｽｷｰ公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1365年)
1320年5月30日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ･ﾎﾞﾘｿｸﾞﾚﾌﾟｽｷｰ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1365年)
1320年6月30日-09:00|日本|  ||元応2年5月24日|<死去>北条時敦(40歳)六波羅探題南方･北方
1320年7月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世がﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞ
  ﾙｸを獲得
1320年7月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･延祐7年6月|元で僧円明が陜西で蜂起し帝と称するが逮捕され処刑
1320年7月13日-09:00|日本|  ||元応2年6月7日|<死去>九条師教(48歳)摂政･関白､右大臣
1320年7月20日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｵｼﾝ｣
1320年7月20日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｵ4世｣(~13410828､殺害される)
1320年7月20日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｵｼﾝ｣
1320年7月20日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｳﾞｫﾝ5世｣(~13410828死去)
1320年9月6日-09:00|日本|  ||元応2年8月4日|続千載和歌集撰進される
1320年9月30日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｷﾙﾃﾞｱ伯ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(1回目⇒132106
  30､判事~8.28)
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1320年10月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公との通商協定
1320年10月4日-09:00|日本|  ||元応2年9月2日|幕府､三河･尾張など六か国の管轄を政所･問注所から六波羅探
  題に戻す
1320年10月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾐｶｴﾙ9世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣
1320年10月12日-09:00|日本|徳島県|元応2年9月10日|延暦寺の訴えにより､幕府､検非違使別当 左兵衛督 吉田
  隆長を罷免し､阿波へ配流
1320年12月25日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾙﾏｲﾀ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣共同統治(~1331011
  7)
1321年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾃﾞﾘｰに城塞ﾄｩｸﾞﾙｶｰﾊﾞｰﾄﾞが造営
1321年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ｽﾀﾆｽﾗﾌ1世｣
1321年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ公｢ｵﾚｸﾞ｣
1321年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾏｿ･ﾀﾞﾝﾄﾞｰﾛ｣(~1323年)
1321年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾐﾝﾀﾞｳｶﾞｽ｣(~1324年)
1321年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾙﾉｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ｣
1321年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾄﾞｯｻ･ﾃﾞﾌﾞﾚﾂｪﾆ｣(~1322年8月没)
1321年1月29日-09:00|日本|  ||元応3年|<任命>越前国守護｢後藤基雄｣(~不詳)
1321年1月29日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至治1年1月1日|元の英宗が至治(-1323年)と改元
1321年2月27日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至治1年1月30日|高麗･忠粛王､元の改元を受け至治に改元
1321年3月11日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Gerard d'Orons｣(~1328年)
1321年3月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｱﾙﾒﾆｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｱﾙﾒﾆｱのﾚｵｰﾈ五世と通商協定
1321年3月22日-09:00|日本|  ||元亨1年2月23日|元亨に改元
1321年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｪﾝﾄｩﾙｯﾁｮ･ﾄﾞ･ｼﾞｬﾝﾇｯﾁｮ｣
1321年4月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ｣
1321年4月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｺﾝﾗﾄ1世｣(~13661222死去)
1321年4月28日-09:00|日本|京都府京都市右京区|元亨1年4月|後宇多法皇大覚寺金堂を建立
1321年5月22日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣
1321年5月22日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｼｬｰ｣(~13730809死去)
1321年5月31日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>元ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾋﾞﾙｲｪﾙ｣41才
1321年6月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで大運河の掘削に関する法令
1321年6月26日-09:00|日本|石川県輪島市|元亨1年6月|曹洞宗の大本山として瑩山紹瑾禅師により諸嶽寺を總持
  寺に改名創建<曹洞宗本山>
1321年7月18日-09:00|日本|  ||元亨1年6月23日|<死去>鎮西探題｢北条随時｣
1321年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｹﾝﾄ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ｳｯﾄﾞｽﾄｯｸ｣(~13300319死去私権剥奪)
1321年8月20日-09:00|日本|京都府京都市上京区|元亨1年7月26日|京都一条西洞院が焼失
1321年8月28日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾗｳｽ伯ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ﾊﾞｰﾐﾝｶﾞﾑ｣(~13240201)
1321年9月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾄｩｸﾞﾙｸ｣(~1325.2死去)ｲﾝﾄﾞ北西警備隊長ﾄｩ
  ｸﾞﾙｸがﾃﾞﾘｰで創始
1321年9月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾀﾞﾝﾃ(詩人)ｲﾀﾘｱ『神曲』[12650518生~]享年56
1321年10月29日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>第7代ｾﾙﾋﾞｱ王｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ2世ﾐﾙﾃｨﾝ｣
1321年10月29日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第8代ｾﾙﾋﾞｱ王｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ｣ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ2世ﾐﾙﾃｨﾝとｱﾝｹﾞﾛｽ家の王
  女の子.対立王(~1322年)
1321年11月27日-09:00|日本|京都府京都市上京区|元亨1年11月8日|竜華院日像赦されて上洛､妙顕寺を創す
1321年12月5日-09:00|日本|  ||元亨1年11月16日|法明,融通念佛宗を中興
1321年12月10日-09:00|日本|  ||元亨1年11月21日|<任命>六波羅探題北方･山城･山城･播磨国守護｢北条範貞(極
  楽寺流常盤氏)｣(~元徳2(1330)年11月2日)
1321年12月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾎﾞﾛｰﾆｬとの通商協定
1321年12月28日-09:00|日本|  ||元亨1年12月9日|後宇多法皇,院政を停め,後醍醐天皇の親政とする
1321年12月28日-09:00|日本|  ||元亨1年12月9日|後醍醐天皇､記録所を再興し､大津･葛葉を除く諸所の新関を
  廃止
1322年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Cili Aiya｣｢Siding Arif｣(~1331年)
1322年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾕｰﾘｰ･ﾀﾞﾆｰﾛｳﾞｨﾁ｣(~1325年)
1322年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾄｳﾞｧﾘ公ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ｸﾞﾛｽﾞﾆｴ･ｵﾁ｣(~13260915死去)
1322年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｼﾞｬｲﾄﾞ･ｱﾘ｣(~1363年)
1322年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｺﾝﾗｰﾄ･ｹｯｾﾙﾌｰﾄ｣摂政(~1324年)
1322年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ｣(~1333年)
1322年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ1世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣
1322年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾙﾉｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ｣
1322年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Marquesa｣(~1327年),｢Hugh6世｣(~1325年)
1322年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾌｪﾙｽｼｪﾝﾄﾞｳﾞｧｲ｣(~1324年)
1322年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾙｲ1世｣(~1346年)
1322年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ｺﾄﾛﾏﾝ･ｽﾃﾊﾟﾆｯﾁ｣(~13530928没)
1322年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ公｢ﾑﾗﾃﾞﾝ2世ｼｭﾋﾞｯﾁ･ｵﾌﾞ･ﾌﾞﾘﾋﾞﾙ｣
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1322年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｵﾄﾅﾝ｣ﾙﾉｰとｷﾞｭﾒｯﾄの息子(~1338年死去)
1322年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Peter｣(~1381年)
1322年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯領が教皇領となる(~1324年)
1322年1月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世長躯王｣(誕生1293年)
1322年1月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王｢ｼｬﾙﾙ4世端麗王｣兼ﾅﾊﾞﾗ王｢ｶﾙﾛｽ1世｣ﾌｪﾘﾍﾟ1世とﾌｱﾅ1世の男
  子(~13280201死去34歳)
1322年1月6日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第8代ｾﾙﾋﾞｱ王｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ3世ﾃﾞﾁｬﾝｽｷ｣ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ2世ﾐﾙﾃｨﾝとﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ王
  女ｱﾝﾅの子(~13310821死去)
1322年1月6日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾞｰﾀ大公｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾄﾞｩｼｬﾝ｣(~13310821)
1322年1月13日-09:00|日本|  ||元亨1年12月25日|<任命>鎮西探題｢北条[赤橋]英時｣(~正慶2･元弘3(1333)年5月
  25日死去)
1322年1月18日-09:00|日本|  ||元亨2年|<任命>志摩国守護｢北条貞顕｣(~不詳)
1322年1月18日-09:00|日本|  ||元亨2年|この年､出羽国の蝦夷が反乱
1322年1月18日-09:00|日本|沖縄県|元亨2年|<即位>琉球北山国王｢怕尼芝｣(~1395年死去)
1322年1月30日-09:00|日本|  ||元亨2年1月13日|<死去>北畠師重(公卿･歌人)
1322年2月5日-09:00|日本|愛媛県西条市|元亨2年1月19日|三島神社(伊予)社殿宝物焼失
1322年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣
1322年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣(~13360120死去)
1322年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世が､反抗貴族ﾗﾝｶｽﾀｰ伯の軍を破る
1322年3月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯･2代ﾚｽﾀｰ伯｢ﾄﾏｽ｣ﾊﾞﾗﾌﾞﾘｯｼﾞの戦いに敗れて処刑
1322年3月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶｰﾗｲﾙ伯｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾊｰｸﾚｲ｣(~13230303死去)
1322年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾀﾏｽ･ｾｰｸｾﾆｰ｣(~1342年8月)
1322年4月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系｢ﾖﾊﾝ2世｣
1322年4月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ4世｣(~1343年死去)
1322年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾋｭｰ･ﾙ･ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ｣(~13261027処刑される)
1322年5月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯ﾛﾍﾞｰﾙと協定
1322年6月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌﾞﾙｰｼﾞｭ市と通商協定
1322年6月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾏｯﾃｰｵ1世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣
1322年6月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｶﾞﾚｱｯﾂｫ1世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~13280806死去)
1322年7月17日-09:00|日本|広島県東広島市|元亨2年6月3日|僧行賢の発願により,石造不動明王立像(東広島廃
  長楽寺)成る
1322年7月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ﾙｲ1世｣
1322年7月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ﾙｲ2世｣ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯(~13460826死去)
1322年8月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾙ･ｽｳﾞｪﾄｽﾗﾌ｣
1322年8月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｹﾞｵﾙｷﾞ･ﾃﾙﾃﾙ2世｣(~1323年4月死去)
1322年8月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾊﾞｰﾐﾝｶﾞﾑ｣(~13230218)
1322年9月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾌｭﾛｰﾌﾟ･ﾄﾞﾗｹﾞｽ｣(~1327年9月没)
1322年9月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯･ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣
1322年9月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯(共同統治)｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣ﾊｲﾝﾘﾋ1世の息子(~13
  51年死去),｢ｴﾙﾝｽﾄ1世｣ﾊｲﾝﾘﾋ2世の弟(~13610309死去)
1322年9月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ3世｣
1322年9月17日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾙｲ1世｣ﾛﾍﾞｰﾙ3世の孫(~13460826死去)
1322年9月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<廃位>ﾄﾞｲﾂ対立王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣ﾐｭｰﾙﾄﾞﾙﾌ近辺の戦いで大敗し捕虜となる
1322年9月27日-09:00|日本|  ||元亨2年8月16日|僧師錬,仏教通史｢元亨釈書｣を撰進
1322年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾊﾝｶﾞﾘｰのｶﾚﾙと協定
1322年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ女伯｢ｱﾘｽ･ﾄﾞ･ﾚｨｼｰ｣
1323年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾌﾟｰｻｲｿﾝｸﾗｰﾑ｣
1323年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｶｰｵ王国国王｢ﾊﾟｰﾉｰﾝ｣(~1353年)
1323年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾙｰﾀｲ｣(~1341年)
1323年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾄｩｸﾞﾙｸ朝遠征軍がｶｰｶﾃｨｰﾔとﾊﾞｰﾝﾃﾞｨｱを滅ぼす
1323年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ｣(~1323年)
1323年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公･ｶﾞｰﾘﾁ公･ﾍﾞﾙｽﾞ公･ﾙｰﾂｸ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ﾕｰﾘｴｳﾞｨﾁ｣
1323年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾆｺｰﾗ･ｵﾙｼｰﾆ｣
1323年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｴﾝﾘｺ･ﾐｷｴﾘ｣(~1325年)
1323年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾖﾊﾈｽ･ｶﾝﾅ｣(~同年)
1323年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ﾆｯｺﾛ1世｣(~1341年)
1323年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ｣(~1340年)
1323年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ｲｵｱﾆｽ･ｺﾑﾆﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1335年死去)
1323年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾘｳﾞｫｳﾞｨﾁ｣(~1325年)､｢ﾕｰﾘｰ･ﾄﾛｲﾃﾞﾉｳﾞｨﾁ(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ名ﾎﾞﾚｽﾜﾌ)｣
  兼ﾍﾞﾙｽﾞ公(~1340年死去)
1323年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾙｰﾂｸ公｢ﾘｭﾊﾞﾙﾀｽ｣(~1324年退位)
1323年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾌﾟﾚﾝ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ4世｣



1330迄(1388件)

1323年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯(~1351.12退位)
1323年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ｸﾞｲｰﾄﾞ2世｣､｢ｶﾞﾗｯｿ｣､｢ﾉﾙﾌｫ｣(~1360年)
1323年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｼｭﾀﾙｹﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢Henry2世｣(~13231011死去)
1323年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣ﾏｲｾﾝ辺境伯(~1349年)｣
1323年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣ﾊｲﾝﾘﾋ2世の従弟で神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾙｰﾄｳﾞｨ
  ﾋ4世の息子(~1351.12退位)
1323年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾌﾟﾚﾝ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ5世｣(~13500922死去)
1323年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊｰﾘﾁ･ｳﾞｫﾙｨｰﾆ王｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ･ｲｪｼﾞ2世｣ﾄﾛｲﾃﾞﾝ1世の息子(~13400407死去)
1323年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||教皇ﾖﾊﾈｽ22世はｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国王ﾛﾊﾞｰﾄ1世の破門を解き､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王として承認
1323年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国議員世襲制が常制化
1323年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝとﾛｼｱがｶﾚﾘｱ地方を分割領有
1323年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰがｳﾞｨｼｪｸﾞﾗｰﾄﾞに首都をおく
1323年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｴｲﾘｰｸ･ﾘﾀﾞﾘ･ｽｳﾞｪｲﾝﾋﾞｬﾙﾅﾙｿﾝ｣(~1341年)
1323年2月6日-09:00|日本|  ||元亨3年|<任命>対馬国守護｢少弐貞経｣(~不詳)
1323年2月6日-09:00|日本|  ||元亨3年|<任命>大隅国守護｢北条師頼｣(~元弘3(1333)年)
1323年2月6日-09:00|日本|  ||元亨3年|<任命>長門探題｢北条時直｣(~元弘3(1333)年5月26日､朝廷方の少弐貞経
  に降伏)
1323年2月6日-09:00|日本|  ||元亨3年|<任命>土佐国守護｢北条氏｣(~元弘3(1333)年)
1323年2月6日-09:00|日本|  ||元亨3年|<任命>豊前国守護｢糸田貞義｣(~元弘3(1333)年)
1323年2月6日-09:00|日本|長野県上伊那郡辰野町|文保2年|善光寺仏師妙海十一面観音像(長野香住寺)を造る
1323年2月6日-09:00|日本|兵庫県神戸市兵庫区|元亨3年|この年､遊行縁起絵巻(神戸真光寺)できる
1323年3月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｶｰﾗｲﾙ伯｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾊｰｸﾚｲ｣
1323年3月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至治3年2月|元｢大元通制｣頒行
1323年4月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｹﾞｵﾙｷﾞ･ﾃﾙﾃﾙ2世｣
1323年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺｰｾﾞｯﾀ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ･ﾄﾞ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾌｫﾙﾅﾛ｣
1323年5月4日-09:00|日本|  ||元亨3年3月29日|<就任>関白｢九条房実｣(~正中元(1324)年12月27日)
1323年6月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾐﾊｲﾙ･ｱｯｾﾝ3世ｼｼｭﾏﾝ｣(~13300728死去)
1323年6月9日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Henri de Sully｣(~同年死去)
1323年8月2日-09:00|日本|  ||元亨3年6月30日|<死去>北条(大仏)宣時(武将･歌人)
1323年9月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ｿｰ･ｳｰ｣
1323年9月4日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至治3年8月4日|<死去>元第5代皇帝｢英宗ｼﾃﾞﾊﾞﾗ｣弑される/年21
1323年9月15日-09:00|日本|広島県世羅郡世羅町|元亨3年8月15日|木造大日如来坐像(甲山安楽院蔵)成る
1323年9月28日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ｿｰ･ｾﾞｲﾝ｣(~1330年4月没)
1323年10月4日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至治3年9月4日|<即位>元第6代皇帝｢泰定帝ｲｪｽﾝ･ﾃﾑﾙ｣(~致和元年7月1
  0日1328年8月15日)ﾁﾝｷﾑの子ｶﾏﾗ(顕宗)の長男
1323年10月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｼｭﾀﾙｹﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢Henry2世｣
1323年10月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ5世｣
1323年10月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｴﾄﾞｱﾙﾄﾞ｣(~13291104死去)
1323年10月16日-09:00|日本|三重県伊勢市|元亨3年9月16日|第34回内宮遷宮
1323年11月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯･ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣
1323年11月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯･ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世の息子(~13491118
  死去)
1323年12月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard2世｣
1323年12月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard3世｣(~13480820死去)
1323年12月10日-09:00|日本|  ||元亨3年11月12日|拾遺古徳絵伝(茨城常福寺)できる
1323年12月29日-09:00|日本|愛知県一宮市|元亨3年12月|沙弥承念ら､仏師良円に尾張国長隆寺の観音･勢至菩薩
  立像を造立させる
1324年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾊﾞｽﾀｰ国
1324年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Taj al-Dawla Ziyar｣(~1333年)
1324年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾗｲﾏｰﾙ･ﾊｰﾝ｣(~13280525)
1324年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｱﾙｷﾞﾏﾝﾀｽ｣(~1331年)
1324年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾃｹ侯国ﾍﾞｲ｢Mahmud･ﾍﾞｲ｣(~1328年)
1324年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<退位>ﾙｰﾂｸ公｢ﾘｭﾊﾞﾙﾀｽ｣
1324年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｴﾋﾟﾛｽはﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ(東ﾛｰﾏ)帝国の属国(~1338年)
1324年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Jean de Clyvedon｣(~1325.7)
1324年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ｣(13261026ﾗﾝｶｽﾀｰ伯~13450922死去)
1324年1月2日-09:00|日本|京都府京都市|元亨3年12月5日|京都大火/四条坊門烏丸より出火､南は楊梅､西洞院､
  東洞院の50町が焼失､死者多数
1324年1月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱの探検家ﾏﾙｺ･ﾎﾟｰﾛ/70歳(誕生:1254)/ｼﾙｸﾛｰﾄﾞを旅して｢東方見聞録｣
  を書く､近代地理学の先駆者
1324年1月27日-09:00|日本|香川県坂出市|元亨4年|白峯寺十三重塔.建立
1324年1月27日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･泰定1年1月1日|高麗･忠粛王､泰定に改元
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1324年1月27日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･泰定1年1月1日|元代にｲｪｽﾝ･ﾃﾑﾙが泰定(~1328年旧2月)と改元
1324年1月27日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･開泰1年1月1日|大越･開泰と改元(-1329年旧2月15日)
1324年2月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞｰｼｰ･ﾙ･ﾈﾋﾞｭｰ｣(~13270512)
1324年2月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｼｭﾀﾙｹﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢John2世｣
1324年2月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｼｭﾀﾙｹﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢John3世｣(~13981230死去)
1324年3月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||教皇ﾖﾊﾝﾈｽ22世が､ﾄﾞｲﾂの王位争いに干渉し､ﾙｰﾄﾞｳﾞｨｯﾋ4世を破門
1324年3月26日-09:00|日本|静岡県富士宮市|元亨4年3月|南条時光富士上野郷堀之内を二十家阿日華に寄せ妙蓮
  寺を創す
1324年3月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾚｽﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ｣先代の弟(⇒13261026兼3代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯~13450922死去)
1324年3月31日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾕｰｸﾞ4世｣(~13581124退位~13591010死
  去)
1324年4月6日-09:00|日本|  ||元亨4年3月12日|<死去>熹子内親王(昭慶門院)(55歳)亀山天皇の皇女
1324年5月15日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世｣
1324年5月15日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ﾔﾝ1世ｽﾎﾗｽﾃｨｸ｣(~13720929死去)
1324年5月24日-09:00|日本|京都府京都市北区|元亨4年5月|大徳寺建造
1324年6月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Rokn-al-Din Sa'en Fasavi｣(~同年)⇒｢Demasq Kaja｣(~13270825
  殺害される)
1324年6月6日-09:00|日本|  ||元亨4年5月14日|<死去>近衛家平(43歳)関白､左大臣
1324年6月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｴｲﾏｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾗﾝｽ｣
1324年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ﾛｼﾞｬｰ･ｳﾄﾗ｣(~10月)
1324年7月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼｬﾙﾙ4世がｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世の在仏全所領の没収を宣告/ｻﾝ･ｻﾙﾄﾞ戦争が始まる
1324年7月16日-09:00|日本|  ||元亨4年6月25日|<死去>後宇多法皇/58歳(誕生:文永4(1267)1201)91代天皇
1324年8月7日-09:00|日本|  ||元亨4年7月17日|<死去>二条為藤(50歳)中納言､歌人
1324年8月25日-09:00|日本|京都府京都市|元亨4年8月5日|<元亨4年洛中暴風雨､洪水>終夜大風雨､京都市中の家
  屋の多くが流失､多くの人が死亡
1324年8月31日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ｱﾝﾘ2世｣53歳
1324年8月31日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾕｰｸﾞ4世(ﾋｭｰｺﾞ4世)｣(~13591010､死去)
1324年9月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾏﾖﾙｶ王･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢ｻﾝﾁｮ2世｣
1324年9月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾖﾙｶ王･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢ｼﾞｬｳﾒ3世｣(~13491025死去)
1324年9月4日-09:00|日本|京都府京都市|大越･開泰1年8月16日|畿内大風雨･洪水/京中河川氾濫し､死者多い
1324年10月7日-09:00|日本|京都府京都市|元享4年9月19日|多治見国長､土岐頼兼らが､後醍醐天皇の討幕府計画
  が発覚したため､六波羅探題の軍勢に攻め殺される(正中の変)
1324年10月22日-09:00|日本|  ||元享4年10月4日|工藤高景ら､正中の変の首謀者として日野資朝(34)､日野俊基
  を捕らえ鎌倉に送る
1324年11月18日-09:00|日本|  ||元亨4年11月|<任命>六波羅探題南方･丹波国守護｢北条貞将(金沢流)｣(~元徳2(
  1330)年7月24日)
1324年12月8日-09:00|日本|滋賀県|元亨4年11月21日|近江大地震｡竹生島が崩れ半分湖に入る
1324年12月21日-09:00|日本|京都府京都市|元亨4年12月5日|京都大火/四条坊門烏丸より出火､楊梅､西洞院､東
  洞院など焼亡
1324年12月25日-09:00|日本|  ||正中1年12月9日|正中に改元
1325年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ｾｰﾝﾌﾟｰ｣(~1334年)
1325年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Varodaya Cinkaiariyan｣
1325年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Martanda Cinkaiariyan｣(~1348年死去)
1325年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾀﾞﾝﾊﾞﾃﾞﾆﾔ王国国王｢Parakkamabahu4世｣Buvanekka Bahu2世の息子(~1325年)
1325年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝第2代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩｸﾞﾙｸ｣(~13510320)
1325年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1327年)
1325年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾍﾞﾚｸﾞﾉ｣(~1327年)
1325年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢Adil Mujir ad-Din Muhammad｣(~1328年)
1325年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｲｶﾘｱはｼﾞｪﾉｳﾞｧの所有(~1481年)
1325年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Peter1世｣(~1341年)
1325年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢ｷﾞｮｰﾑ12世｣Robert7世の息子(~1332年死去)
1325年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾐｶﾂ･ﾐﾊﾘｪｳﾞｨｯﾁ｣(~1343年)
1325年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ4世｣(~1326年)
1325年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ3世｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世(~1360年)
1325年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公(ｴｽﾄﾘｽﾞｾﾝ家ｱｰﾍﾞﾙ系)ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ5世(~1326年)ﾃﾞﾝﾏｰｸ王としてはｳﾞ
  ｧﾙﾃﾞﾏｰ3世
1325年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ2世｣
1325年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾊﾞﾀﾞ｣(~1332年)
1325年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||ｿﾝｶﾞｲ王国をﾏﾘ帝国が占領(~1375年)
1325年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｱｽﾃｶ族,ﾃｽｺｺ湖に浮かぶ島ﾃﾉﾁﾃｨﾄﾗﾝに定着/その後ﾃｽｺｺ族,ﾄﾗｺﾊﾟﾝ族と同盟し,武力で周
  辺諸国を制圧
1325年1月7日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾃﾞｨﾆｽ1世農夫王｣/62歳(誕生1261年)
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1325年1月7日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｱﾌｫﾝｿ4世勇敢王｣ﾃﾞｨﾆｽ1世の子(~13570528死去)
1325年1月12日-09:00|日本|  ||正中1年12月27日|<就任>関白｢鷹司冬平｣(~嘉暦2(1327)年正月19日)
1325年1月16日-09:00|日本|神奈川県相模原市|正中2年|呑海上人が相模清浄光寺創建
1325年1月16日-09:00|日本|京都府京都市北区|正中2年|大燈国師宗峰妙超禅師が大徳寺創建<臨済宗大徳寺派大
  本山>
1325年1月16日-09:00|日本|長崎県壱岐市|正中2年|湯岳田原山に嘉暦城を築城
1325年1月16日-09:00|日本|広島県尾道市|正中2年|この年,尾道浄土寺の堂舎焼亡
1325年1月18日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正中2年1月3日|北条高時邸から出火し､幕府政所など焼失
1325年2月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾟﾝﾔ王｢ｳｻﾞﾅ1世｣(~13400901)
1325年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾄｩｸﾞﾙｸ｣
1325年2月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩｸﾞﾙｸ｣(~13510320死去)
1325年3月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｴﾒﾝ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝのﾅｰｽｨﾙがｲｴﾒﾝに派兵
1325年3月12日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｴｰﾘｸ2世｣
1325年3月12日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ5世(ﾃﾞﾝﾏｰｸ王ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ3世)｣(~1326年)
1325年3月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋがﾙｰﾄﾞｳﾞｨｯﾋ4世に屈伏
1325年4月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾅｲﾙ川とｶｲﾛ間にﾅｰｽｨﾘｰ運河が開削
1325年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｻｰ･ﾎﾞﾅﾝﾆ･ﾉﾀｲｵ｣｢ﾐｭｰﾙ･ｱｶﾄﾘ･ﾄﾞ･ﾋﾟｱﾝﾀﾞｳﾞｪｯﾛ｣
1325年6月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ1世｣
1325年6月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾙﾘﾋ3世｣(~13440711死去)
1325年6月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌﾞﾚｼｱとの通商協定
1325年7月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ1世｣
1325年7月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ4世｣(~13330825死去)
1325年7月16日-09:00|日本|  ||正中2年6月6日|蝦夷代官の安東氏が内紛､幕府が蝦夷代官の安東季長を罷免し､
  安東宗季を任命
1325年8月2日-09:00|日本|京都府綴喜郡宇治田原町|正中2年6月23日|興福寺前門主･別当覚尊を奉じて禅定院を
  襲撃し､現門主･聖信を追放
1325年8月5日-09:00|日本|京都府京都市|正中2年6月26日|京都で大雷雨､洪水､白川など氾濫､富小路殿(二条北･
  富小路東)浸水､死者500人
1325年8月10日-09:00|日本|京都府綴喜郡宇治田原町|正中2年7月|聖信の党が禅定院･竜華樹院を焼く
1325年9月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣共同(~13300113没)
1325年9月8日-09:00|日本|新潟県佐渡市|正中2年8月|幕府､日野資朝(35)を佐渡に配流/日野俊基は釈放
1325年10月23日-09:00|日本|三重県伊勢市|正中2年9月16日|第34回外宮遷宮
1325年11月7日-09:00|日本|  ||正中2年10月1日|<死去>一条内経(35歳)関白､内大臣
1325年11月21日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾓｽｸﾜ公｢ﾕｰﾘｰ3世ﾀﾞﾆﾛｳﾞｨｯﾁ｣
1325年11月21日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｸﾜ公｢ｲﾜﾝ1世｣(~13400331死去)
1325年11月29日-09:00|日本|京都府京都市|正中2年10月23日|後伏見上皇の御所衣笠殿が焼失
1325年12月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ｼｬﾙﾙ3世｣兼ｳﾞｧﾛｱ伯｢ｼｬﾙﾙ1世｣兼ｼｬﾙﾄﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ｣55歳
1325年12月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯･ｳﾞｧﾛﾜ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(ﾌﾗﾝｽ国王､ﾒｰﾇ伯)ｼｬﾙﾙ3世とﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ1世
  の息子(~13280401~13500822死去57歳)
1326年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国第3代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ1世｣(~1336年)
1326年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾀﾞﾝﾊﾞﾃﾞﾆﾔ王国国王｢Bhuvanaikabahu3世｣(~同年)⇒｢Vijayabahu5世｣(~1344年)
1326年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾀﾙﾏｼﾘﾝ｣ﾄﾞｩｱの子(~1334年)
1326年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>東ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｲﾙｼﾞｷﾞﾃﾞｨ｣ﾄﾞｩｱの子(~1330年)
1326年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾐﾝｽｸ公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~同年ﾘﾄｱﾆｱによって公国廃止)
1326年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｹﾞｱﾊｰ1世(ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯ｹﾞﾙﾊﾙﾄ3世)｣(~1330年)
1326年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ5世､ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ5世､ﾊﾞﾙﾆﾑ4世｣(~1368年)
1326年1月22日-09:00|日本|  ||正中2年12月18日|続後拾遺和歌集撰進
1326年2月4日-09:00|日本|香川県仲多度郡多度津町|正中3年|熊手八幡宮(現,多度津町)五輪塔,建立
1326年2月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世｣
1326年2月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣(~13580720､死去)
1326年4月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝第2代のｵﾙﾊﾝが､ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国のﾌﾞﾙｻを征服
1326年4月19日-09:00|日本|  ||正中3年3月16日|<就任>15代鎌倉幕府執権｢北條貞顕｣(~同年3月26日)
1326年4月23日-09:00|日本|  ||正中3年3月20日|<死去>後醍醐天皇の皇太子,邦良親王(26)
1326年5月1日-09:00|日本|  ||正中3年3月28日|<死去>出雲国守護｢塩冶貞清｣(次に高貞が就任~1336年)
1326年5月2日-09:00|日本|  ||正中3年3月29日|幕府工藤祐貞を派遣し蝦夷を討伐
1326年5月28日-09:00|日本|  ||嘉暦1年4月26日|嘉暦に改元
1326年6月1日-09:00|日本|青森県西津軽郡深浦町|嘉暦1年5月|工藤祐貞は安藤季長の根拠地の西浜の折曽関の
  城郭を攻め､曽我光頼の協力を得て季長を捕虜に
1326年6月7日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢ﾎﾙｼｭﾀｲﾝとｽﾄｰﾏｰﾝのｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ｣(~13300223)
1326年6月7日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ3世｣ｼｭﾚｰｽﾞｳﾞｨﾋ公ｴｰﾘｸ2世とﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公女ｱｰﾃﾞﾙﾊｲﾄ
  の息子(~13300223廃位~1364年死去)
1326年6月7日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<廃位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾘｽﾄﾌｧ2世｣
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1326年6月27日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｱｰﾉｳ･ﾄﾞﾙﾛﾙﾀﾞ｣(~13411003)
1326年7月25日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Raoul Basset de Drayton｣+｢J
  ean de Roches｣(~13270329)
1326年7月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾃﾞﾅ侯｢ｱﾙﾄﾞﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰﾉ2世｣
1326年7月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<交替>ｵｽﾏﾝ帝国ﾍﾞｲ｢ｵｽﾏﾝ1世｣退位⇒｢ｵﾙﾊﾝ｣先代の子(~1362.3死去)
1326年7月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾙｽﾀｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｵｰｸﾞ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾗ｣
1326年7月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞﾝ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾗ｣(~13330606死去)
1326年7月30日-09:00|日本|青森県|嘉暦1年7月以降|季長の郎等安藤季兼が残兵を集めて蜂起､幕府はこの反乱
  軍を｢津軽山賊｣と称す
1326年8月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ4世｣
1326年8月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公(摂政)｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｰﾄ･ﾌｫﾝ･ﾘﾝﾄﾞｰ=ﾙﾋﾟﾝ｣(~1330年
  ごろ~1355.2から13560702の間死去)
1326年9月15日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾄｳﾞｧﾘ公ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ｸﾞﾛｽﾞﾆｴ･ｵﾁ｣
1326年9月15日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾄｳﾞｪﾘ公ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1327年)
1326年9月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王妃ｲｻﾞﾍﾞﾗが､ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰとｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世に謀反を起こす
1326年10月13日-09:00|日本|京都府八幡市|嘉暦1年9月17日|石清水護国寺焼失
1326年10月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ｣3代ﾚｽﾀｰ伯(~13450922死去)
1326年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾋｭｰ･ﾙ･ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ｣処刑される
1326年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｴﾄﾞﾑﾝﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣剥奪
1326年11月25日-09:00|日本|  ||嘉暦1年10月30日|<死去>惟康親王(鎌倉幕府7代将軍)[12640429生～](享年62)
1326年11月25日-09:00|日本|京都府京都市|嘉暦1年10月30日|嵯峨の北畠親房の屋敷が焼失
1326年11月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世が捕らえられる
1327年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾃﾞｨﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ｣(~1336年暗殺される)
1327年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾄｩｸﾞﾙｸ朝がﾃﾞｰｳﾞｧｷﾞﾘに一時遷都
1327年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｲｳﾞｧﾝ1世ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1327年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾏｲｹﾙ｣(~1329年死去)
1327年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1330年)
1327年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1340年以前)⇒｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1340年)
1327年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｲｳﾞｧﾝ2世ｲｳﾞｧﾉｳﾞｨﾁ･ｺﾛﾄﾎﾟﾙ｣(1342年~1343年死去)
1327年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1329年)
1327年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝ｵﾙﾊﾝ･ﾍﾞｲが貨幣をﾌﾞﾙｻで鋳造
1327年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞﾄﾑ公｢Jerzy｣
1327年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｴﾀﾝﾌﾟ伯｢Charles d'Evreux｣(~13360905死去)
1327年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢George1世｣(~1347年)
1327年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾙｲ1世｣(~13420129死去)
1327年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｽﾌﾟﾘｯﾄ統治(~1357年)
1327年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾌﾞﾚﾀﾞはﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公国が管轄(~1350年)
1327年1月24日-09:00|日本|  ||嘉暦2年|<任命>肥後国守護｢北条高政｣(~元弘3･正慶2(1333年)年)
1327年1月24日-09:00|日本|山口県下関市|嘉暦2年|功山寺仏殿できる
1327年1月24日-08:00|中国|  ||元･泰定4年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ｾﾝｷﾞ｣ﾃﾑﾙ･ﾌﾞｶの弟(~1331年)
1327年1月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世｣ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世とｲｻﾞﾍﾞﾗ･ｵﾌﾞ･ﾌﾗﾝｽの男子(~13770
  621死去64歳)
1327年1月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世｣(~13270921殺害される43歳)
1327年1月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾗｲﾝ宮中伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣
1327年1月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣(~13531004死去)
1327年2月5日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｻﾞｶﾞｲﾝ王｢ﾀﾗﾋﾞｬ1世｣(~1335年)
1327年2月11日-09:00|日本|  ||嘉暦2年1月19日|<死去>鷹司冬平(53歳)摂政･関白､太政大臣
1327年2月23日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|嘉暦2年2月|僧疎石､瑞泉寺を創建
1327年3月6日-09:00|日本|  ||嘉暦2年2月12日|<就任>関白｢二条道平｣(~元徳2(1330)年正月26日)
1327年3月29日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Jean de Roches｣+｢Robert de Norton
  ｣(~13280612)
1327年4月4日-09:00|日本|奈良県奈良市|嘉暦2年3月12日|興福寺の僧徒の闘争により金堂以下焼失
1327年4月5日-09:00|日本|  ||嘉暦2年3月13日|<死去>九条房実(38歳)関白､左大臣
1327年5月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ﾛｼﾞｬｰ･ｳﾄﾗ｣(~12日)
1327年5月3日-09:00|日本|広島県尾道市|嘉暦2年4月11日|沙弥道蓮･尼道性,大願主として,尾道浄土寺観音堂を
  再興
1327年5月12日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｷﾙﾃﾞｱ伯ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(2回目~13280405)
1327年5月16日-09:00|日本|  ||嘉暦2年4月24日|<就任>16代鎌倉幕府執権｢赤橋[北条]守時｣(~元弘3年･正慶2(1
  333)年5月18日戦死)
1327年5月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾙｲｰｼﾞ4世｣ｴﾝﾘｰｺ7世死後に後継者に選出され､ｳﾞｨｯﾃﾙｽﾊﾞｯﾊ朝を
  開く(~13471011死去)
1327年7月3日-09:00|日本|  ||嘉暦2年6月14日|安東季長の残党が陸奥で挙兵/幕府､追討使宇都宮高貞･小田高
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  知を派遣し討伐
1327年8月25日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Demasq Kaja｣殺害される
1327年8月25日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Ghiyas-al-Din Mohammad Rashidi｣｢Ala'-al-Din Mohammad 
  Faryumadi｣
1327年9月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ｼｬｰﾝﾄﾞﾙ･ｺﾂｷ｣(~1328年2月没)
1327年9月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>廃位させられた前ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ2世｣が幽閉先で王妃ｲｻﾞﾍﾞﾗ･ｵﾌﾞ
  ･ﾌﾗﾝｽの密命を受けた刺客により殺害される/43歳(誕生12840425)
1327年10月28日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢James1世｣(~13471115毒殺される)
1327年11月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ﾊｲﾒ2世公正王｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｼﾞｬｳﾏ2世｣60歳
1327年11月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ4世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｱﾙﾌｫﾝｽ3世慈悲王｣ﾊｲﾒ
  2世とﾌﾞﾗﾝｶ･ﾃﾞ･ﾅﾎﾟﾚｽの息子(~13360124死去37歳)
1328年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾗ｣一貴族に暗殺される
1328年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ﾗｼﾞｬﾊﾟﾄﾆ/ﾄﾘﾌﾞﾜﾅ｣ｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾗの異母妹(~1350年)
1328年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･大慶5年|<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Binnasuar(Ba Binh)｣(~1373年)
1328年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾅﾗｼﾝﾊ･ﾃﾞｰｳﾞｧ3世｣(~1352年)
1328年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾀﾞﾆｰﾛｳﾞｨﾁ｣(~1337年)
1328年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1331年没)
1328年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shah-Kaykhusraw｣
1328年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Sharaf al-Muluk｣(~1334年死去)
1328年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢Adil Shahab ad-Din｣(~1349年)
1328年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾃｹ侯国ﾍﾞｲ｢Sinanuddin Hizir･ﾍﾞｲ｣(~1355年)
1328年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Louis｣
1328年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ4世｣
1328年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙﾃﾙ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ｣
1328年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ方伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世鉄伯｣ｵｯﾄｰ1世の息子(~1376年)
1328年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ公｢ｸﾞﾚｺﾞｰﾙ･ﾕﾘﾆｯﾁ｣
1328年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ｣(~1346年)
1328年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾀﾞﾙﾏﾁｱ(ｽﾌﾟﾘｯﾄを含む)は主にｳﾞｪﾈﾂｨｱの支配下にあった(~13580218)
1328年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣先代の甥(~1330年)
1328年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｸﾞﾗｽｺﾞｰﾌﾟﾘﾓ学長ｳｫﾙﾀｰ･ﾃﾞ･ﾄｳｨﾝﾊﾑ｣(~1329年)
1328年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Thomas Randolph｣(2期目~13320720)
1328年1月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世｣ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王(~1
  3471011没)
1328年2月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾊﾟﾙ･ﾅｷﾞﾏﾙﾄｰﾆ｣(1回目~1328年9月)
1328年2月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王｢ｼｬﾙﾙ4世端麗王｣兼ﾅﾊﾞﾗ王｢ｶﾙﾛｽ1世｣34歳
1328年2月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌｱﾅ2世｣ﾙｲｽ1世とﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭの女子(~13491006死去37
  歳)､｢ﾌｪﾘﾍﾟ3世｣ｴｳﾞﾙｰ伯ﾙｲとﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ･ﾀﾞﾙﾄﾜの男子(~13430916死去37歳)共同統治
1328年2月2日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|嘉暦2年12月21日|幕府造営が完成し､将軍守邦親王(26)が移る
1328年2月12日-09:00|日本|広島県尾道市|嘉暦3年|この年､尾道浄土寺塔できる
1328年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾛﾊﾞｰﾄ1世が､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世とｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ･ﾉｰｻﾞﾝﾌﾟﾄﾝ締結/ｽｺ
  ｯﾄﾗﾝﾄﾞを独立国として認めた
1328年4月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Joan2世of Navarre｣(~13491006死去)
1328年4月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世の子およびﾌｨﾘｯﾌﾟ4世の弟ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ
  の子(~13500822)
1328年4月6日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ﾛｼﾞｬｰ･ｳﾄﾗ｣(~1329年5月)
1328年4月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･致和1年2月27日|元の泰定帝ｲｪｽﾝ･ﾃﾑﾙが致和(~旧9月)に改元
1328年5月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢Othon de Grandison卿｣
1328年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ･ﾉｰｻﾞﾝﾌﾟﾄﾝ条約により､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞが独立
1328年5月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ5世｣(~13300725退任)
1328年5月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･致和1年4月2日|元の改元により高麗･致和と改元
1328年5月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ3世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣ﾐｶｴﾙ9世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽと皇后ﾏﾘｱの子(~1
  3410615死去)
1328年5月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ2世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(~13320213死去)
1328年5月25日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ﾓﾝﾊｲﾑ｣(~13400624)
1328年6月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｺﾓと通商協定
1328年6月12日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Jean de Roches｣(~13300909)
1328年7月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ伯･ﾏﾙｸ伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世｣
1328年7月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ1世｣(~1387年)
1328年7月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ2世｣(~13471019死去)
1328年7月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ5世(7世)｣
1328年7月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ6世｣(1356年､ﾕｰﾘﾋ伯は公爵に昇格~13610226死去
  )



1330迄(1388件)

1328年8月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｶﾞﾚｱｯﾂｫ1世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣
1328年8月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｱｯﾂｫｰﾈ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~13390816死去)
1328年8月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･致和1年7月10日|<死去>元第6代皇帝｢泰定帝ｲｪｽﾝ･ﾃﾑﾙ｣/年36/後継を
  めぐり内乱が発生
1328年8月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ1世･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣(~13600118死去)
1328年8月22日-09:00|日本|  ||嘉暦3年7月17日|<死去>冷泉為相(66歳)権中納言､歌人
1328年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ｣(~13460826ｸﾚｼｰの戦いで戦死)
1328年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾌｪﾘｰ4世｣
1328年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世､ﾄﾞｲﾂ中央部のｶｯｾﾙでの｢ｶｯｾﾙの戦い｣で｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ諸都市の反乱
  (ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ農民反乱)｣を鎮圧
1328年9月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾔｰﾉｼｭ･ﾄﾞﾙｹﾞｼｭ･ﾎﾓﾅｲ｣(~1333年6月)
1328年9月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｷﾌﾟﾛｽ王ｳｰｺﾞ四世と協定
1328年9月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公｢ｶﾙﾛ｣
1328年10月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･致和1年8月29日|<即位>元第7代皇帝｢天順帝ｱﾘｷﾞﾊﾞ｣(~天順元年10月1
  3日11月14日)ｲｪｽﾝ･ﾃﾑﾙの長男､致和から(~旧10月)と改元
1328年10月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･天暦1年9月13日|高麗･忠粛王,元文宗からの通告に従い天暦と改元
1328年10月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･天暦1年9月13日|<即位>元第8代皇帝｢文宗ﾄｸ･ﾃﾑﾙ｣(~1329年4月3日)ｶ
  ｲｼｬﾝの次男/致和から天暦(~1330年)と改元
1328年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏｰﾁ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣(~1330.11末死刑剥奪)
1328年10月28日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾃﾞｨ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1328年10月28日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑﾗｲｱﾄﾞ･ﾔｰﾔ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾑｻﾞｰ｣(~1346年死去),｢ｱﾝﾅｼﾞﾙ･ｱﾘ･ﾋﾞﾝ
  ･ｻﾗｰ｣(~1329年死去)ｱﾙﾏﾃﾞｨ･ｲﾌﾞﾗﾊﾑの孫
1328年11月3日-09:00|日本|  ||嘉暦3年10月|安藤季兼軍と幕府の和議成立 季長が釈放され蝦夷代官に復す
1328年11月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ｶﾙﾛ｣
1328年11月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･天暦1年10月13日|<廃位>元第7代皇帝｢天順帝ｱﾘｷﾞﾊﾞ｣
1328年11月16日-09:00|日本|  ||嘉暦3年10月14日|<死去>久明親王(鎌倉幕府8代将軍)[12760911生～](享年52)
1328年12月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ中部(ﾉﾙﾁｱ､ﾚﾌﾟﾚｴｼ)で地震(M6.5)､死者5千人
1328年12月7日-09:00|日本|  ||嘉暦3年11月6日|<死去>冷泉為守(暁月)(64歳)歌人
1328年12月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｿﾗﾝﾂｫ｣
1329年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｰﾄ朝ﾏﾘｰｸ｢Shams-uddin Muhammad ibn Ghiyath-uddin｣(~1330年)
1329年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾏｲｹﾙ｣
1329年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ1世｣(~1330年)
1329年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｸﾙﾄ朝ﾏﾘｸ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ3世･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~1330年)
1329年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾝﾅｼﾞﾙ･ｱﾘ･ﾋﾞﾝ･ｻﾗｰ｣
1329年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾘ･ｱﾙﾌｧｼ｣(~1349年死去)
1329年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘｵ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1331年)
1329年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ｼｭﾌﾟﾘｲﾄ｣(~同年)
1329年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>初代ｾﾙﾋﾞｱ侯｢ﾗｻﾞﾙ･ﾌﾚﾍﾞﾘｬﾉｳﾞｨﾁ｣(~1389年)
1329年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世偉大公｣ﾊｲﾝﾘﾋ2世の息子(⇒1348年公爵⇒1352年ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙ
  ｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公~13790218死去);｢ﾖﾊﾝ1世｣ﾊｲﾝﾘﾋ2世の息子(⇒1348年公爵⇒1352年ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ公~1393年)
1329年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾐﾗﾉのｼﾆｮｰﾙ(ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ家)ｱｯﾂｫｰﾈ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ(~1339年)
1329年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾏﾘｰｽﾞ4世｣
1329年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ｣先代の子(~13691113死去)
1329年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾌﾞﾚﾁﾝ司教ｱﾀﾞﾑ･ﾃﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ｣(~1332年)
1329年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ｣(~1339年)
1329年1月31日-09:00|日本|  ||嘉暦4年|<解任>伊勢国守護｢金沢貞顕｣
1329年1月31日-09:00|日本|  ||嘉暦4年|<任命>因幡国守護｢海老名維則｣(~不詳)
1329年1月31日-09:00|日本|  ||嘉暦4年|<任命>上総国守護｢足利貞氏｣(~元徳3(1331)年9月5日死去､以後足利氏
  ~1333年)
1329年2月27日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･天暦2年1月28日|<即位>元第9代皇帝｢明宗ｺｼﾗ｣(~天暦2年8月6日8月30
  日)ｶｲｼｬﾝの長男.ﾄｸ･ﾃﾑﾙの兄
1329年3月2日-09:00|日本|新潟県佐渡市|嘉暦4年2月|日興の命により三位日順佐渡に本照寺を創す
1329年3月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･開泰6年2月15日|<譲位>陳朝(大越)皇帝｢明宗｣
1329年3月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･開祐1年2月15日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢憲宗｣(~13410724(開祐13年6月1
  1日)死去)開祐と改元(~1341年旧8月20日)
1329年4月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･天暦2年3月4日|<退位>元第8代皇帝｢文宗ﾄｸ･ﾃﾑﾙ｣
1329年5月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞｰｼｰ･ﾙ･ｺｼﾝ｣(~13310602)
1329年6月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世が､ｱﾐｱﾝでｶﾞｽｺｰﾆｭに関してﾌﾗﾝｽ王への臣従を誓約
1329年6月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾛﾊﾞｰﾄ1世幸運王｣54歳
1329年6月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ2世｣(1期目~13320812)
1329年8月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~13560125死去)
1329年8月30日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･天暦2年8月6日|<死去>元第9代皇帝｢明宗ｺｼﾗ｣臣に殺される/年30
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1329年9月 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Edmund Mortayn｣
1329年9月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･天暦2年8月15日|<復位>元第10代皇帝｢文宗ﾄｸ･ﾃﾑﾙ｣(~至順3年8月12日(
  1332年9月2日))
1329年9月22日-09:00|日本|  ||元徳1年8月29日|<死去>瑞子女王(永嘉門院)(58歳)宗尊親王の王女､後宇多天皇
  の後宮
1329年9月22日-09:00|日本|  ||元徳1年8月29日|元徳に改元
1329年9月23日-09:00|日本|  ||元徳1年8月30日|<死去>洞院いん子(玄輝門院)(84歳)後深草天皇の妃
1329年11月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｴﾄﾞｱﾙﾄﾞ｣
1329年11月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱｲﾓｰﾈ｣(~13430622死去)
1329年11月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾄﾜ伯｢Mahaut｣
1329年11月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾜ伯｢Joan1世｣(~13300121死去)
1330年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>東ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ:ﾄﾞﾚ･ﾃﾑﾙ[ﾄﾞｩｱの子](~1333年)
1330年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｰﾄ朝ﾏﾘｰｸ｢Hafiz ibn Ghiyath-uddin｣(~1332年､殺害される)
1330年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Nusrat al-Din Muhammad｣
1330年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｸﾙﾄ朝ﾏﾘｸ｢ﾊｰﾌｨｽﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~1332年､暗殺された)
1330年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Rukn al-Din Yusuf Shah2世｣(~1340年)
1330年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Qutb al-Din Muhammad｣(~1346年死去)
1330年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<設立>ﾑｳｪﾈ･ﾑﾀﾊﾟ(ﾓﾉﾏﾀｯﾌﾟとも呼ばれる)国家
1330年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第10代皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ3世｣(~13320108)
1330年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾏﾝﾌﾚｰﾄﾞ4世｣
1330年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾏﾝﾌﾚｰﾄﾞ5世｣(~1332年退位),｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ1世｣(~1336年死去)
1330年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣(~1369年)
1330年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ5世大公｣(⇒1368年ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙ
  ﾌﾟ公~13740423死去)､｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ5世人民の父公｣(~1368年~1390年死去)､｢ﾊﾞﾙﾆﾑ4世善良公｣(~13650822死去)
1330年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Alfonso Federigo d'Aragona｣(~1338年死去)
1330年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<復位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ5世(ﾃﾞﾝﾏｰｸ王ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ3世)｣(~1364年死去)
1330年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｷｬﾘｯｸ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾌﾞﾙｰｽ｣5代目の息子(~13330719死去)
1330年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾏﾘｰｽﾞ5世｣(~1334年剥奪)
1330年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾃﾉﾃｨﾄﾗﾝを首都にｱｽﾃｶ国が形成される
1330年1月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世美王｣兼ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公｢ﾌ
  ﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世美王｣(誕生1289年)77歳
1330年1月13日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世賢公｣(~13580816死去59歳),｢ｵｯﾄｰ
  陽気公｣(~13390217死去37歳)
1330年1月20日-09:00|日本|  ||元徳2年|<任命>伊予国守護｢宇都宮豊房｣(~1331年､次に貞宗が就任~1333年)
1330年1月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･天暦3年1月|元､雲南で諸王禿堅らが反乱
1330年1月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾄﾜ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ1世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ2世｣
1330年1月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾜ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ2世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ3世｣(~13470815死去)
1330年1月31日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ1世｣
1330年1月31日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ2世｣ｼﾞｬﾝ1世の子(~13350402死去)
1330年2月14日-09:00|日本|  ||元徳2年1月26日|<就任>関白｢近衛経忠｣(~同年8月25日)
1330年2月18日-09:00|朝鮮|  ||高麗･天暦3年1月30日|<即位>高麗王｢忠恵王｣(~13320321退位)
1330年2月18日-09:00|朝鮮|  ||高麗･天暦3年1月30日|<退位>高麗王｢忠粛王｣
1330年2月23日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<廃位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ3世｣(~1364年死去)
1330年2月23日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<復位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ2世ｴﾘｸｾﾝ｣(2回目~13320802死去55歳)
1330年3月7日-09:00|日本|愛知県|元徳2年2月17日|<死去>一色公深(不明)三河守護
1330年3月18日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||ﾘｶﾞはﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団へ降伏(~14840518)
1330年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｹﾝﾄ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ｳｯﾄﾞｽﾄｯｸ｣私権剥奪
1330年3月31日-09:00|日本|熊本県熊本市|元徳2年3月12日|後醍醐天皇が幕府に藤崎八幡宮を造営させる
1330年4月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ｿｰ･ｾﾞｲﾝ｣
1330年4月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ｾﾞｲﾝ･ﾌﾟﾝ｣(~同月没)⇒｢ｿｰ･ｴｰ｣(~6月没)
1330年4月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｵｯﾄｰ2世厳格公｣
1330年4月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｵｯﾄｰ3世｣(~13520819死去)､｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣(13691123死去)
1330年5月8日-09:00|日本|広島県福山市|元徳2年4月20日|藤原貞氏,父母の報恩のため,木造地蔵菩薩坐像(福山
  鞆安国寺蔵)を造立
1330年5月25日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至順1年5月8日|元の文宗ﾄｸ･ﾃﾑﾙが至順(~1333年)と改元
1330年6月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ｿｰ･ｴｰ｣
1330年6月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾋﾞﾝﾆｬｰ･ｴｰ･ﾛｰ｣(~1348年没)
1330年6月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至順1年5月15日|高麗･忠恵王が至順と改元
1330年6月25日-09:00|日本|  ||元徳2年6月9日|沽酒の法を制定
1330年6月27日-09:00|日本|  ||元徳2年6月11日|米価高騰のため､後醍醐天皇が公設の市場を建てる
1330年7月3日-09:00|日本|広島県三原市|元徳2年6月17日|源信成,極楽往生のため,木造多聞天立像(本郷東禅寺
  蔵)を造立
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1330年7月17日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ﾛｼﾞｬｰ･ｳﾄﾗ｣(~13310602)
1330年7月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ5世｣
1330年7月28日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾐﾊｲﾙ･ｱｯｾﾝ3世ｼｼｭﾏﾝ｣
1330年7月28日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<就任>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国摂政(事実上)｢ｱﾝﾅ｣(~1331年3月)
1330年7月28日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｽﾃﾌｧﾝ｣(~1331年3月)
1330年9月3日-09:00|日本|  ||元徳2年7月20日|<任命>六波羅探題南方･丹波国守護｢北条時益(政村流)｣(~正慶2
  (1333)年5月7日)
1330年9月9日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Pierre Bernard de Pynsole｣+｢
  Laurens de Gaillard｣(~1331年)
1330年10月7日-09:00|日本|  ||元徳2年8月25日|<就任>関白｢鷹司冬教｣(~正慶2(1333)年5月17日)
1330年10月13日-09:00|日本|山梨県甲州市|元徳2年9月|二階堂貞藤､夢窓疎石を開山として恵林寺創建<臨済宗
  妙心寺派>
1330年10月29日-09:00|日本|  ||元徳2年9月17日|<死去>世良親王(後醍醐天皇の第二皇子)
1330年11月3日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾜﾗｷｱ公国ﾊﾞｻﾗﾌﾞ1世がﾊﾝｶﾞﾘｰから独立
1330年11月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰﾁ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣死刑剥奪
1330年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣
1330年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｹﾈｽ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｹﾈｽ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣(~13330719死去)


